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あ あ 

不折（50 歳） 不折夫妻（昭和 14 年） 
明治 28 年の不折 

中
村
不
折

ふ

せ

つ 

１
８
６
６
年
%
慶
応
２
)
*
１
９
４
３
年
%
昭
和
18
) 

洋
画
家
・
書
家 

江
戸
%
東
京
)
の
生
ま
れ 

幼
名
は
鈼さ

く

太
郎 

別
号
に
環
山
な
ど 

父
は
東
湊
町
の
書
役

か
き
や
く

だ
P
た 

１
８
７
０
年
%
明
治
３
)
４
歳 

明
治
維
新
の
混
乱
を
避
け
一
家
で
父
の
郷
里
の
長
野
県
高
遠
に
移
住 

１
８
７
６
年
%
明
治
９
)
10
歳 

工
部
美
術
学
校 

フ
p
ン
タ
ネ
t
ジ
来
日
%
明
治
11
年
９
月
y
帰
国
) 

１
８
７
７
年
%
明
治
10
)
11
歳 

松
本
の
商
家
の
小
僧
に
な
る 

西
南
戦
争 

１
８
８
０
年
%
明
治
13
)
14
歳 

楊
守
敬
来
日
/ 

１
８
８
２
年
%
明
治
15
)
16
歳 

病
気
に
な
り
高
遠
に
帰
り
菓
子
屋
職
人
に
な
る 

夜
間
勉
学
に
励
む 

小
山
正
太
郎
と
岡
倉
天
心
の
�
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
�
論
争 

１
８
８
３
年
%
明
治
16
)
17
歳 

漢
学
を
北
原
安
定
に
南
画
を
真
壁
雲
卿
に 

書
を
白
鳥
拙
庵
に
学
ぶ 

工
部
美
術
学
校
廃
校 

１
８
８
４
年
%
明
治
17
)
18
歳 

高
遠
小
学
校
代
用
教
員
と
な
る
±
教
員
を
し
て
上
京
の
た
め
の
資
金
を
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
て
い
た
± 

１
８
８
５
年
%
明
治
18
)
19
歳 

伊
那
郡
小
学
校
に
転
勤 

河
野
次
郎
の
教
え
を
受
け
る
± 

１
８
８
６
年
%
明
治
19
)
20
歳 

図
画
と
数
学
の
教
師
と
し
て
飯
田
小
学
校
に
転
勤
±
河
野
次
郎
か
ら
洋
画
家
に
な
る
よ
う
勧
め
ら

れ
y
小
山
正
太
郎
に
紹
介
さ
れ
る
±
教
員
を
辞
職
し
y
画
家
に
な
る
た
め
上
京
を
決
意
± 

１
８
８
７
年
%
明
治
20
)
21
歳 

上
京
し
画
塾
�
十
一
会
�%
後
の
�
不
同
舎
�)
に
入
塾 

小
山
正
太
郎
に
師
事 

洋
画
を
学
ぶ 

１
８
９
４
年
%
明
治
27
)
28
歳 

７
月
y
日
清
戦
争
勃
発 

新
聞
�
日
本
�
の
記
者
と
な
る
±
新
聞
â
小
日
本
ã
の
編
集
主
任
正
岡

子
規
と
出
会
い
挿
絵
を
担
当 

こ
こ
に
日
本
初
の
新
聞
挿
画
画
家
が
誕
生
し
た
± 

�
不
折
�
の
号
を
y
は
じ
め
て
使
用
± 

１
８
９
５
年
%
明
治
28
)
29
歳 

日
清
戦
争
の
従
軍
画
家
と
し
て
大
陸
へ 

六
朝
の
書
に
出
合
う 

５
月
y
日
清
戦
争
終
結 

１
８
９
６
年
%
明
治
29
)
30
歳 

堀
場
イ
ト
と
結
婚 

日
本
新
聞
社
に
入
社 

白
馬
会
結
成 

１
８
９
７
年
%
明
治
30
)
31
歳 

島
崎
藤
村
の
â
若
菜
集
ã
の
挿
絵
を
担
当
±
長
女
ま
さ
生
ま
れ
る
± 

１
８
９
８
年
%
明
治
31
)
32
歳 

そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
湯
島
を
引
き
上
げ
て
y
上
根
岸
に
住
む
± 

１
８
９
９
年
%
明
治
32
)
33
歳 

中
根
岸
31
番
地
に
ア
ト
リ
エ
を
新
築
し
転
居 

藤
村
の
â
一
葉

ひ

と

は

舟ぶ
ね

ã
の
挿
絵
担
当
± 

３
月
y
次
女
・
と
し
生
ま
れ
y
５
月
死
去
±
夏
頃
y
子
規
に
水
彩
絵
の
具
を
贈
る
± 

１
９
０
０
年
%
明
治
33
)
34
歳 

２
月
y
浅
井
忠
渡
仏
±
４
月
y
パ
リ
万
博
開
会
±
７
月
y
小
山
正
太
郎
渡
仏
±
９
月
y
漱
石
渡
英
±

10
月
y
三
女
・
み
ね
尾
生
ま
れ
る
±
義
和
団
事
件
± 

１
９
０
１
年
%
明
治
34
)
35
歳 

６
月
29
日
y
渡
仏
±
ラ
フ
]
エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
師
事
±
藤
村
の
â
落
梅
集
ã
の
挿
絵
担
当
± 

１
９
０
２
年
%
明
治
35
)
36
歳 

ア
カ
デ
ミ
t
・
ジ
d
リ
ア
ン
で
歴
史
画
家
ロ
t
ラ
ン
ス
に
師
事 

正
岡
子
規
死
去
;
享
年
34
歳
? 

１
９
０
４
年
%
明
治
37
)
38
歳 

２
月
y
日
露
戦
争
勃
発 

ロ
ダ
ン
の
ア
ト
リ
エ
訪
問 

長
女
ま
さ
死
去
%
享
年
７
歳
) 

１
９
０
５
年
%
明
治
38
)
39
歳 

３
月
y
仏
国
か
ら
帰
国
y
太
平
洋
画
会
会
員
と
な
る 

漱
石
の
â
吾
輩
は
猫
で
あ
る
!"
挿
絵
担
当 

日
本
新
聞
社
を
退
社
し
て
朝
日
新
聞
社
の
社
員
と
な
る
±
９
月
y
日
露
戦
争
終
結 

１
９
０
６
年
%
明
治
39
)
40
歳 

１
月
y
長
男
丙
午
郎

へ
い
ご
ろ
う

生
れ
る
±
春
y
碧
梧
桐
初
来
訪
±
六
朝
代
の
拓
本
に
感
動
±
漱
石
と
疎
遠
に
± 

１
９
０
７
年
%
明
治
40
)
41
歳 

１
月
y
碧
梧
桐
の
訪
問
を
受
け
る
±
６
月
�
談
書
会
�
創
立
±
東
京
博
の
審
査
員
に 

文
展
が
創

設
さ
れ
審
査
委
員
に
な
る
±
９
月
y
次
男
・
摠
六
生
ま
れ
る
±
陸
羯
南
没
±
12
月
y
浅
井
忠
没
± 

１
９
０
８
年
%
明
治
41
)
42
歳 

前
田
黙
鳳
ら
と
�
健
筆
会
�
設
立 

７
月
y
前
田
黙
鳳
y
日
下
部
鳴
鶴
ら
と
�
書
談
会
�
設
立
±

８
月
y
群
馬
県
の
磯
部
温
泉
で
静
養
中
に
龍
眠
帖
を
書
く 

10
月
yâ
龍
眠
帖
ã
刊
行
± 

書
壇
の
組
織
者
y
指
導
者
と
し
て
活
躍 

明
治
43
年
４
月
y
荻
原
碌
山
没
%
享
年
32
歳
) 

父
没 

１
９
１
２
年
%
明
治
45
)
46
歳 

河
東
碧
梧
桐
ら
と
�
龍
眠
会
�
結
成 

辛
亥
革
命
%
１
９
１
１
年
*
１
２
年
) 

１
９
１
３
年
%
大
正
２
)
47
歳 

�
龍
眠
会
�
の
機
関
誌
â
龍
眠
ã
発
行 

母
没 

伊
藤
左
千
夫
没 

三
男
・
亥
三
郎
死
去 

１
９
１
４
年
%
大
正
３
)
48
歳 

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発 

２
月
yâ
六
朝
書
道
論
ã
刊
行 

１
９
１
５
年
%
大
正
４
)
49
歳 

根
岸
２
丁
目
に
転
居 

１
９
１
６
年
%
大
正
５
)
50
歳 

１
月
y
小
山
正
太
郎
没 

12
月
y
夏
目
漱
石
没
%
49
歳
10
か
月
) 

１
９
１
７
年
%
大
正
６
)
51
歳 

ロ
シ
ア
革
命 

１
９
１
８
年
%
大
正
７
)
52
歳 

第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

１
９
１
９
年
%
大
正
８
)
53
歳 

帝
国
美
術
院
会
員
と
な
る 

â
楷
書
千
字
文
ãâ
行
書
千
字
文
ãâ
草
書
千
字
文
ã
刊
行 

１
９
２
１
年
%
大
正
10
)
55
歳 

11
月
yâ
龍
眠
ã
59
号
で
廃
刊 

１
９
２
２
年
%
大
正
11
)
56
歳 

森
鴎
外
没 

不
折
が
墓
碑
銘
を
書
く 

â
森
鴎
外
全
集
ã
刊
行
そ
の
題
字
揮
毫 

１
月
y
鳴
鶴
没 

１
９
２
３
年
%
大
正
12
)
57
歳 

関
東
大
震
災 

大
正
13
年
y�
日
本
書
道
作
振
会
�
創
立
昭
和
３
年
�
不
折
�
を
本
名
と
す
る
± 

１
９
３
２
年
%
昭
和
７
)
66
歳 

書
道
博
物
館
建
設
に
着
手 

翌
年
完
成 

１
９
３
４
年
%
昭
和
９
)
68
歳 

太
平
洋
画
会
研
究
所
が
太
平
洋
美
術
学
校
と
改
称
さ
れ
校
長
と
な
る 

１
９
３
６
年
%
昭
和
11
)
70
歳 

文
部
大
臣
か
ら
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
書
道
博
物
館
開
館 

１
９
３
７
年
%
昭
和
12
)
71
歳 

帝
国
芸
術
院
会
員
と
な
る 

２
月
１
日
碧
梧
桐
死
去
±%
65
歳
) 

１
９
３
９
年
%
昭
和
14
)
73
歳 

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発 

１
９
４
２
年
%
昭
和
17
)
76
歳 

文
化
賞
を
贈
ら
れ
る 

１
９
４
３
年
%
昭
和
18
)
77
歳 

６
月
６
日
y
イ
ト
夫
人
と
散
歩
中
y
脳
溢
血
で
倒
れ
急
死
± 

１
９
４
５
年
%
昭
和
20
)
３
月 

東
京
大
空
襲 

書
道
博
物
館
と
一
万
点
余
の
資
料
は
焼
失
を
免
れ
た 

第
二
次
世
界
大
戦
終
結 
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フォンタネージ「静寂」1861 年 油彩 高橋由一「鮭図」 
油彩 日本最初

の「洋画家」 

小山正太郎「牧童」 

1879 年 水彩 浅井忠「農家」1894 年頃 水彩 
河野次郎「橋にたた

ずむ人物」油彩 

中
村
不
折
の
生
い
立
ち
と
画
家
へ
の
道 
 
 

世
の
さ
が
も
人
の
噂
も
き
こ
え
ね
ば
絵
筆
と
る
べ
く
身
の
や
す
ら
か
に
%
不
折
) 

不
折
は
y
明
治
維
新
の
２
年
前
に
y
中
村
源
蔵
と
母
り
ò
う
の
長
男
と
し
て
y
江
戸
で
生
ま
れ
た
±
子
規
や
漱
石
よ
り
１
歳
年
上

で
あ
る
±
父
源
蔵
は
y
江
戸
の
京
橋
東
湊
町
の
書
役

か
き
や
く

を
務
め
て
い
た
±
書
役
と
は
町
人
身
分
の
書
記
の
こ
と
ら
し
い
± 

明
治
維
新
で
失
業
し
た
源
蔵
は
y
不
折
が
４
歳
の
と
き
y
一
家
で
生
ま
れ
故
郷
の
長
野
県
伊
那
高
遠
町
に
帰
P
た
±
し
か
し
y 

家
の
生
活
は
苦
し
く
y
職
を
求
め
て
y
伊
那
や
松
本
に
移
り
住
ん
だ
±
小
学
校
の
教
育
も
満
足
に
は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
± 

小
学
校
を
終
え
た
11
歳
の
不
折
は
y
松
本
の
商
家
の
小
僧
に
な
P
た
り
y
下
諏
訪
で
呉
服
店
に
年
季
奉
公
に
出
た
り
し
た
± 

14
歳
の
頃
か
ら
不
折
は
y
商
人
に
な
る
の
が
嫌
で
y
学
問
や
芸
術
の
道
へ
進
み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
P
た
と
い
う
± 

16
歳
の
と
き
y
病
気
に
な
り
y
高
遠
に
帰
り
y
菓
子
職
人
と
な
る
±
し
か
し
y
学
問
に
よ
P
て
身
を
立
て
よ
う
と
考
え
y 

朝
早
く
か
ら
働
き
y
仕
事
を
早
く
す
ま
せ
y
時
間
を
作
P
て
y
夜
y
勉
学
に
励
ん
だ
±
不
折
は
幼
い
こ
ろ
に
耳
の
病
に
罹
り
y 

聴
覚
を
失
P
て
い
く
±
絵
の
道
に
進
も
う
と
思
P
た
の
も
y
聾

つ
ん
ぼ

と
い
う
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
P
た
と
想
わ
れ
る
± 

漢
学
を
北
原

き
た
は
ら

安
定

や
す
さ
だ

に
y
南
画
を
真
壁

ま

か

べ

雲う
ん

卿
き
9
う

に
y 

書
を
巻ま

き

菱
り
9
う

湖こ

門
の
中
沢
雪
城
の
門
弟
の
y
白
鳥
拙
庵
に
学
ん
だ
± 

18
歳
頃
か
ら
20
歳
y
高
遠
小
学
校
代
用
教
員
y
伊
那
郡
小
学
校
y 

飯
田
小
学
校
な
ど
で
図
画
と
数
学
を
教
え
た
± 

彼
は
y
い
つ
か
上
京
し
て
y
画
家
か
数
学
者
に
な
り
た
か
P
た
ら
し
い
± 

そ
の
た
め
の
資
金
を
y
教
師
を
し
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
て
い
た
± 

明
治
18
年
夏
y
長
野
師
範
学
校
の
図
画
教
師
で
あ
P
た
河
野
次
郎
の
教
え
を
受
け
た
± 

河
野
次
郎
は
y
高
橋
由
一

ゆ

い

ち

か
ら
洋
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
洋
画
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
y 

大
正
時
代
を
代
表
す
る
洋
画
家
・
河
野
通
勢

こ
う
の
み
ち
せ
い

の
父
で
あ
る
±
河
野
次
郎
は
不
折
に
y 

洋
画
家
に
な
る
こ
と
を
す
す
め
y
先
輩
の
小
山

こ

や

ま

正
太
郎

し
(
う
た
ろ
う

に
紹
介
し
y
上
京
さ
せ
た
± 

不
折
は
明
治
20
年
y
教
師
を
辞
め
y
画
家
に
な
る
た
め
上
京
y
高
橋

た
か
は
し

是こ
れ

清き
よ

邸
に
下
宿
± 

貧
し
い
青
年
は
y
三
畳
一
間
で
自
炊
生
活
を
始
め
y
十
一
会

じ
E
う
い
ち
か
い

%
不
同
舎

ふ
ど
う
し
H

)
に
入
塾
し
y 

小
山
正
太
郎
に
師
事
y
本
格
的
に
洋
画
を
学
ぶ
こ
と
に
な
P
た
± 

明
治
９
年
y
日
本
最
初
の
国
立
美
術
教
育
機
関
で
あ
る
d
工
部

こ

う

ぶ

美
術
学
校
k
が
発
足
± 

小
山
正
太
郎
は
開
校
と
同
時
に
入
学
し
y
フ
m
ン
タ
ネ
q
ジ
に
師
事
y
の
ち
助
手
と
な
る
± 

し
か
し
y
フ
p
ン
タ
ネ
t
ジ
は
y
明
治
11
年
%
１
８
７
８
)
失
意
の
う
ち
に
日
本
を
去
る
± 

小
山
は
y
後
任
の
フ
Y
レ
[
テ
]
t
の
教
え
方
に
不
満
な
y
浅
井

あ

さ

い

忠
ち
E
う

や
松
岡

ま
つ
お
か

寿
ひ
さ
し

ら
y 

同
志
と
共
に
退
学
し
d
十
一
会
k
を
結
成
し
た
±
こ
れ
は
洋
画
家
初
の
団
体
で
あ
P
た
± 

明
治
15
年
y
小
山
と
岡
倉
天
心
と
の
yd
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
論
争
k
が
お
こ
P
た
± 

国
粋
主
義
の
台
頭
等
に
よ
り
明
治
16
年
y
工
部
美
術
学
校
は
廃
校
に
な
P
た
± 

そ
の
後
�
十
一
会
�
は
y
明
治
20
年
y
小
山
の
私
塾
d
不
同
舎
k
へ
と
発
展
す
る
± 

門
下
生
に
は
y
中
村
不
折
y
青
木

あ

お

き

繁
し
げ
る

y
坂
本

さ
か
も
と

繁は
ん

二
郎

じ

ろ

う

y
下
村

し
も
む
ら

為
山

い

ざ

ん

y
満
谷
国
四
郎

み
つ
た
に
く
に
し
ろ
う

y 

小
杉
未
醒

こ

す

ぎ

み

せ

い

%
放
菴

ほ
う
あ
ん

)y
荻
原

お
ぎ
わ
ら

守
衛

も

り

え

%
碌
山

ろ
く
ざ
ん

)
ら
が
い
た
±
講
師
は
小
山
y
本
田
錦き

ん

吉
郎

き
ち
ろ
う

y 

浅
井
忠
ら
で
あ
P
た
±
明
治
22
年
y
東
京
美
術
学
校
が
開
校
し
た
が
y
西
洋
美
術
を
排
斥
± 

工
部
美
術
学
校
出
身
の
y
西
洋
美
術
作
家
た
ち
を
中
心
に
d
明
治
美
術
会
k
が
発
足
し
た
± 

明
治
26
年
y
パ
リ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
外
光
派
%
紫
派

む
ら
さ
き
は

)
の
黒
田

く

ろ

だ

清
輝

せ

い

き

が
入
会
し
活
気
づ
く
が
y 

明
治
29
年
y
黒
田
は
会
を
脱
退
し
d
白
馬
会

は
く
ば
か
い

k
を
結
成
y
東
京
美
術
学
校
に
黒
田
を
中
心
と
し
て
y 

西
洋
画
科
が
置
か
れ
た
±
明
治
美
術
会
系
の
画
家
達
は
旧
派
%
脂
派

や

に

は

)
と
呼
ば
れ
y 

次
第
に
勢
力
が
な
く
な
り
y
明
治
35
年
１
月
y
明
治
美
術
会
は
解
散
し
た
± 
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黒田清輝「 朝 妝
ちょうしょう

」 

1893 年（明治 26） 
新聞「日本」明治 35 年 9 月 21 日号 

不折「中国風景（財神廟）」1895 年 水彩 

不折「自画像」明治 24 年 

 

不折「憐れむべし自宅の写生」 

明治 26 年 台東区立書道博物館蔵 

・
・
・
戦
争
と
云
ふ
も

の
ゝ
研
究
に
は
全
然

失
敗
し
た
±
併
し
御
蔭

で
支
那
や
朝
鮮
の
趣

味
を
味
ふ
こ
と
が
出

来
た
±
自
分
が
支
那
や

朝
鮮
の
趣
味
を
解
し

始
め
た
の
は
y
全
く
此

事
件
の
賜
物
で
あ
る

と
思
ふ
±
是
は
自
分
の

履
歴
に
は
y
余
程
重
大

な
関
係
が
あ
る
±� 

%
�
談
話
筆
記
�
明
治

42
よ
り
) 

明
治
美
術
会
の
解
散
後
y
明
治
美
術
会
の
満
谷
国
四
郎
ら
は
y 

d
太
平
洋
画
会
k
を
結
成
し
y
同
年
春
y
第
一
回
展
を
開
催
し
た 

明
治
37
年
%
１
９
０
４
)y
太
平
洋
画
会
研
究
所
を
開
設
± 

明
治
38
年
春
y
帰
国
し
た
不
折
は
y
太
平
洋
画
会
の
教
授
と
な
P
た
± 

太
平
洋
画
会
研
究
所
は
y
昭
和
４
年
%
１
９
２
９
)y 

d
太
平
洋
美
術
学
校
k
と
改
称
±
中
村
不
折
が
初
代
校
長
と
な
る
± 

 

明
治
20
年
%
１
８
８
７
)y
上
京
し
て
か
ら
の
不
折
は
y 

風
景
画
を
中
心
に
絵
画
の
勉
強
に
打
ち
込
ん
だ
± 

明
治
24
年
に
は
y
下
村
為
山

い

ざ

ん

と
共
著
で
y 

â
水
彩
画
絵
手
本
ã
を
発
売
し
y 

油
絵
を
は
じ
め
た
± 

そ
の
こ
ろ
y
不
折
は
貧
困
と
苦
学
の
せ
い
か
y 

耳
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
く
な
P
て
い
た
± 

正
岡
子
規
と
の
出
会
い 

明
治
25
年
y
子
規
は
y
陸
羯

く
が
か
つ

南な
ん

が
創
立
し
た
日
本
新
聞
の
社
員
に
な
P
た
± 

そ
の
後
ま
も
な
く
y
新
聞
�
小
日
本
�
の
主
筆
と
な
P
た
子
規
は
y 

新
聞
に
挿
絵
を
載
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
挿
絵
画
家
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
y 

近
所
に
住
む
浅
井
忠
か
ら
中
村
不
折
を
紹
介
さ
れ
た
±
運
命
的
出
会
い
！ 

明
治
27
年
%
１
８
９
４
)
３
月
y
不
折
は
子
規
と
出
会
い
y
新
聞
�
日
本
�
の 

記
者
と
な
P
た
±
こ
こ
に
日
本
初
の
新
聞
挿
画
画
家
が
誕
生
し
た
± 

�
不
折
と
子
規
は
y
精
神
的
一
卵
性
双
生
児
な
の
で
は
な
い
か
と
思
P
た
±� 

%
馬
淵
礼
子
氏
) 

明
治
27
年
%
１
８
９
４
)
８
月
１
日
y
日
清
戦
争
勃
発
±�
・
・
・�
小
日
本
�
の
紙
上
へ
y
毎
日
戦
争
に
関
す
る
挿
画
を
描
く
こ

と
に
な
P
て
か
ら
y
正
岡
君
は
yÁ
や
P
ぱ
り
実
戦
を
見
て
描
か
な
け
れ
ば
ほ
ん
と
う
の
戦
争
気
分
を
写
す
こ
と
は
出
来
な
い
Æ
と
沁 

み
沁
み
感
慨
を
漏
ら
し
た
±
そ
れ
を
聞
く
と
y
僕
は
直
ぐ
に
尤
も
だ
と
思
ひ
y
戦
争
の
渦
中
に
飛
び
込
ん
で
危
険
を
冒
し
て
見
た
い

と
云
ふ
気
も
あ
P
た
±・
・
・
�%
不
折
â
僕
の
歩
い
た
道
ã
よ
り
) 

不
折
は
y
明
治
28
年
%
１
８
９
５
)
子
規
に
誘
わ
れ
て
y
日
清
戦
争
の
従
軍
画
家
と
し
て
y
４
月
13
日
広
島
の
宇
品

う

じ

な

を
出
港
%
子

規
は
数
日
前
に
出
港
)
遼
東

り
9
う
と
う

半
島

は
ん
と
う

の
大
連
湾
に
同
16
日
到
着
し
た
±
し
か
し
y
３
月
半
ば
か
ら
下
関
で
日
清
の
休
戦
交
渉
が
は
じ
ま

り
y
４
月
17
日
y
下
関
で
日
清
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
y
５
月
８
日
y
清
国
の
芝
罘

チ
"
フ
"

%
煙
台

え
ん
た
い

市
)
で
批
准
書
が
交
換
さ
れ
y
条
約
が

発
効
し
y
日
清
戦
争
は
終
わ
P
た
±
子
規
は
y
明
治
28
年
４
月
７
日
付
け
の
五
百

い

お

木き

瓢
亭

ひ
9
う
て
い

に
宛
て
た
手
紙
で
y�
い
く
さ
見
ず
に
帰

る
は
y
誠
に
本
意
な
く
候
�
と
語
P
て
い
た
± 

不
折
は
y
先
に
帰
国
す
る
子
規
を
見
送
り
y
旅
順
を
立
ち
y 

金
州
y
営え

い

口こ
う

y
鳳
凰

ほ
う
お
う

城
じ
9
う

な
ど
を
見
て
y
朝
鮮
に
入
り
y
仁
川

い
ん
ち
9
ん

を
経
て
y 

８
月
初
旬
宇
品
に
着
い
た
±
須
磨
に
病
床
の
子
規
を
見
舞
P
た
後
y 

奈
良
y
京
都
の
古
社
寺
を
見
物
し
て
８
月
下
旬
帰
京
し
た
±
約
４
-
月
間
y 

満
州
y
朝
鮮
を
旅
し
y
休
戦
直
後
の
様
子
を
ス
ケ
[
チ
し
た
不
折
は
y 

こ
の
旅
行
が
き
P
か
け
で
y
書
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
ゆ
き
y 

漢
字
の
資
料
の
収
集
に
打
ち
込
み
y 

後
年
y
書
道
博
物
館
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
る
± 

彼
は
y
満
州
で
â
龍
門

り
E
う
も
ん

二
十
品

に
じ
X
ぽ
ん

ã
の
拓
本
な
ど
に
出
合
い
y
そ
れ
ら
を
入
手
し
y 

既
成
の
書
の
美
の
価
値
に
対
し
て
根
本
的
な
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
P
た
と
想
わ
れ
る
± 
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不折「若菜集」挿絵 

明治 30 年（1897 年） 

不折装丁「藤村・落梅集」 

明治 34 年（1901 年） 

不折装丁「藤村・一葉舟」 

明治 31 年（1898 年） 

子規筆「朝顔」『仰臥漫録
ぎょうがまんろく

』より 明治 34 年 

不折装丁「若菜集」 

明治 30 年（1897 年） 

中
国
か
ら
帰
国
し
た
不
折
は
y
明
治
29
年
y
堀
場
イ
ト
と
結
婚
±
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
y
再
び
挿
絵
等
を
担
当
し
た
± 

明
治
31
年
y
根
岸
に
住
み
y
明
治
32
年
y
第
十
回
明
治
美
術
展
覧
会
に
�
紅
葉
村
�
を
出
品
±
こ
の
作
品
は
翌
年
パ
リ
万
博
に
出
品

さ
れ
y
マ
ン
シ
オ
ン
・
オ
ノ
ラ
t
ブ
ル
賞
を
う
け
た
±
同
年
y
中
根
岸
31
番
地
に
ア
ト
リ
エ
を
新
築
し
移
り
住
ん
だ
± 

不
折
は
y
雑
誌
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
島
崎
藤
村
の
詩
集
の
装
丁
y
挿
絵
な
ど
広
く
手
が
け
y
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
± 

%
子
規
の
明
治
32
年
の
俳
句
と
短
歌
) 

折
レ
曲
り
折
レ
マ
ガ
リ
タ
ル
路
地
ノ
奥
ニ
折
レ
ズ
ト
イ
ヘ
ル
画
師
ハ
住
ミ
ケ
リ 

樽
柿
を
握
る
と
こ
ろ
を
写
生
哉 

紙
に
に
じ
む
秋
海
棠
の
絵
の
具
哉 

不
折
子
の
画
室
成
る 

苦
辛
こ
こ
に
成
功
を
見
る
冬
の
梅 

画
室
成
る
蕪
を
贈
つ
て
祝
ひ
け
り 

       

明
治
22
年
%
１
８
８
９
)
に
創
刊
さ
れ
た
新
聞
�
日
本
�
の
創
刊
の
目
的
の
一
つ
は
y�
国
民
精
神
の
回
復
発
揚
�
で
あ
P
た
± 

そ
れ
は
y
西
欧
か
ぶ
れ
の
思
潮
を
克
服
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
P
た
±
そ
の
こ
ろ
y
子
規
も
伝
統
詩
の
再
生
に
取
り
組
み
始
め
て

い
た
±
子
規
は
y
陸
羯
南
の
隣
に
住
ん
で
y
日
本
新
聞
の
社
員
に
な
り
y
母
と
妹
を
東
京
に
呼
び
y
大
学
を
中
退
し
た
± 

油
絵
の
彩
色
多
き
暑
さ
哉
%
子
規
・
明
治
26
年
)・
・
・�
南
画
に
非
ず
ん
ば
絵
に
非
ず
�
と
い
う
絵
画
観
± 

右
の
句
の
よ
う
に
洋
画
を
嫌
P
た
子
規
だ
P
た
が
y
不
折
に
出
会
P
て
y�
洋
画
に
非
ず
ん
ば
絵
に
非
ず
�
と
ま
で
変
化
し
た
± 

西
洋
の
芸
術
論
の
影
響
を
受
け
y
子
規
は
y�
写
生
��
写
実
�
を
基
本
と
す
る
詩
歌
散
文
革
新
運
動
へ
と
命
を
削
P
て
行
P
た
± 

不
折
は 

�
写
生
�
に
よ
P
て
古
人
の
見
い
だ
せ
な
か
P
た
も
の
を
�
発
見
�
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
y
と
語
P
て
い
る
±%�
俳
画
法
�) 

明
治
27
年
８
月
y
新
聞
�
日
本
�
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
y�
不
忍
十
景
�
と
�
不
忍
十
景
に
題
す
�
で
y
不
折
と
子
規
は
画
俳
交
流

を
始
め
た
±
そ
の
第
１
回
で
不
折
は
�
写
生
は
真
景
を
写
す
の
意
��
写
生
技
術
と
画
境
発
見
と
は
両
者
相
俟
て
始
め
て
完
全
な
る
絵

画
を
為
す
±�
と
画
論
を
述
べ
て
い
る
± 

!
油
画
が
這
入
P
て
来
て
y
い
よ
い
よ
写
生
が
完
全
に
出
来 

る
よ
う
に
な
P
た
±
此
写
生
は
無
論
感
情
的
写
生
で
あ
つ
て
y 

人
が
も
の
を
見
て
感
ず
る
度
合
に
従
つ
て
画
く
・
・
・
� 

%
子
規
�
写
生
写
実
�) 

春
蘭
や
無
名
の
筆
の
俗
な
ら
ず
%
子
規
・
明
治
33
年
) 

朝
顔
ヤ
絵
ノ
具
ニ
ジ
ン
デ
絵
ヲ
成
サ
ズ
%
子
規
・
明
治
34
年
) 

草
花
を
画
く
日
課
や
秋
に
入
る
%
子
規
・
明
治
35
年
) 

朝
顔
や
我
に
写
生
の
心
あ
り
%
子
規
・
明
治
35
年
９
月
) 

d
神
様
が
草
花
を
染
め
る
時
も
矢
張
こ
ん
な
に
工
夫
し
て
楽
し
ん
で
居
る
の
で
あ
ら
う
か
/
k
�
草
花
の
一
本
を
枕
元
に
置
い
て
y
そ

れ
を
正
直
に
写
生
し
て
居
る
と
y
造
化
の
秘
密
が
段
々
分
P
て
来
る
や
う
な
気
が
す
る
±�%
明
治
35
年
・
子
規
�
病

牀

び
(
う
し
(
う

六
尺

ろ
く
し
3
く

�) 

�
花
は
わ
が
世
界
y
草
は
わ
が
命
�%
子
規
) 

不
折
は
y
寝
た
き
り
の
子
規
の
た
め
に
絵
具
や
画
帳
を
用
意
し
た
± 

�
・
・
・%
明
治
27
年
)
秋
の
終
り
か
ら
冬
の
初
め
に
か
け
て
毎
日
の
様
に
根
岸
の
郊
外
を
散
歩
し
た
±
其
時
は
何
時
で
も
一
冊
の
手

帳
と
一
本
の
鉛
筆
と
を
携
へ
て
y
得
る
に
随
て
俳
句
を
書
き
つ
け
た
±
写
生
の
妙
味
は
y
此
時
に
始
め
て
わ
か
つ
た
よ
う
な
心
持
が

し
て
y
毎
日
得
る
所
の
十
句
y
二
十
句
な
獲
物
は
y
平
凡
な
句
が
多
い
け
れ
ど
も
y
何
と
な
く
厭
味
が
な
く
て
垢
抜
が
し
た
様
に
思

ふ
て
自
分
な
が
ら
嬉
し
か
つ
た
±�%
子
規
・
明
治
35
年
â
獺
祭
書
屋

だ
X
さ
い
し
9
お
く

俳
句
帖
抄
上
巻
ã
序
文
よ
り
) 
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d
銀
杏
谷
八
景
k 

一
つ
の
画
面
に
複
数
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
±
不
折
は

こ
の
よ
う
な
手
法
で
よ
く
絵
を
描
い
た
±
松
井
貴
子
氏
は

�
重
ね
絵
�
と
呼
ん
で
い
る
が
y
映
画
や
洋
画
の
�
モ
ン

タ
t
ジ
d
�
の
技
法
と
言
P
て
い
い
だ
ろ
う
±
不
折
は
y

多
く
の
事
を
同
時
に
描
き
た
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
y
時

間
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
± 

書
か
れ
て
い
る
句
と
文
は
y 

傘
は
り
の
貧
し
く
暮
ら
す
野
菊
哉 

冬
枯
れ
て
萩
の
実
赤
き
葎
哉 

上
野
の
晩
鐘 

筑
波
の
暮
雪 

ほ
こ
り 

不折画「銀杏
ぎんなん

谷
だに

八景
はっけい

」子規「叙事文」明治 33 年？ 

俳
句
は
d
山
茶
花
を
雀

の
こ
ぼ
す
日
和
哉
k 

画え

は
y
縁
側
の
猫
と

手
水

ち
9
う
ず

の
シ
ル
エ
[
ト
± 

画
に
よ
P
て
空
間
を

設
定
し
y
画
で
は
表
現

し
難
い
物
の
動
き
や

時
間
を
句
で
表
現
し
y

句
画
が
補
い
合
P
て
y

描
か
れ
た
世
界
が
y
よ

り
広
く
深
く
な
る
±
画

に
描
か
れ
て
い
な
い

も
の
を
俳
句
に
詠
む

と
い
う
探
求
± 

子規・自画賛（松井貴子氏推定）「山茶花猫」明治 28 年冬 

不折画「妻君
さいくん

の行 水
ぎょうずい

」子規「病牀手記」明治 30 年夏以降 

d
妻
君
の
行
水
k 

盥
た
ら
い

の
中
で
手
ぬ
ぐ
い
を
使
P
て
行
水
す
る
女
性
の
背

中
y
目
隠
し
y
一
本
の
木
が
描
か
れ
て
い
る
±
不
折
は
y

明
治
30
年
８
月
２
日
か
ら
書
か
れ
た
子
規
の
�
病
牀
手

記
�
の
連
作
句
を
見
て
か
ら
y
こ
の
絵
を
描
い
た
ら
し
い
±

子
規
は
行
水
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
句
を
読
ん
で
い
る
± 

垣
ま
は
ら
に
行
水
す
べ
き
隅す

み

も
な
し 

行
水
や
沛は

い

然ぜ
ん

と
し
て
夕
立
す 

行
水
や
背
中
に
そ
よ
ぐ
楢
の
影 

朝
顔
の
垣
の
あ
な
た
に
行
水
す 

蝉
鳴
く
や
行
水
時
の
豆
腐
売
り 

行
水
に
夫
呼
ぶ
背
戸
の
畠
哉 

気
持
よ
や
行
水
過
き
て
雨
を
見
る 

宵
月
や
黍
の
葉
隠
れ
行
水
す 

行
水
や
盥
に
遊
ぶ
児
二
人 

行
水
を
出
て
梳
る
縁
の
端 

行
水
の
肌
白
う
し
て
痣
を
見
る 

子
規
は
y
連
作
句
で
y
時
間
の
経
過
y
も
の
の
動
き
y
音

声
y
視
点
の
遠
近
の
変
化
を
詠
む
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
±

こ
の
様
々
な
点
景
を
詠
ん
だ
連
作
は
y
不
折
の
�
重
ね
絵
�

の
影
響
で
あ
る
±%
松
井
貴
子
氏
) 

d
不
忍
十
景 

其
１
k 

石
橋
の
下
に
咲
き
け
り
蓮
の
花
%
子
規
) 

�
下
に
�
と
い
う
表
現
を
用
い
て
y
石
橋
と
蓮
の
花

の
位
置
関
係
を
明
ら
か
に
し
y
画
論
に
基
づ
く
結
構

布
置
y
取
捨
選
択
y
主
意
の
表
現
を
意
識
し
た
句
作

と
な
P
て
い
る
・
・
・
±%
松
井
貴
子
氏
) 

不折画「不忍十景 其 1」（「日本」明治 27 年 8 月 14 日） 

画
俳
交
流
%
松
井
貴
子
氏
の
研
究
よ
り
) 

２
０
０
６
年
９
月
y
子
規
庵
で
１
２
０
点
余
の
句
画
資
料
が
初
公
開
さ
れ
た
± 

こ
れ
ら
は
明
治
25
年
か
ら
明
治
34
年
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
± 

こ
の
期
間
は
y
子
規
が
日
本
文
学
の
近
代
化
革
新
を
成
し
遂
げ
y 

写
生
論
を
構
築
し
た
時
期
に
あ
た
る
± 

子
規
は
不
折
か
ら
西
洋
の
美
術
理
論
を
教
わ
P
た
だ
け
で
な
く
y 

不
折
と
の
画
俳
交
流
を
通
し
て
y
子
規
の
俳
句
観
・
絵
画
観
は
y 

大
き
く
変
わ
P
て
い
P
た
±
さ
ら
に
子
規
は
y
俳
句
だ
け
で
な
く
短
歌
y 

小
説
へ
と
文
学
革
新
を
展
開
し
て
い
P
た
± 
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不折「海内無双美男子不折山人自惚之像」 

�
貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
â
古
今
集
ã
は

く
だ
ら
ぬ
集
に
て
有
之
候
��
古
今
集
の
歌
よ
み

な
ど
は
y
小
手
先
の
技
を
弄
す
る
ば
か
り
で
y

す
こ
し
も
颯
爽
と
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
� 

�
慣
用
的
な
用
語
に
と
ら
わ
れ
ず
y
漢
語
で
も

欧
米
語
で
も
y
何
で
も
取
り
入
れ
る
の
が
良
い
±

伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
態
度
が
重
要
な
の
だ
±
�

%
子
規
) 

子
規
は
y
す
で
に
俳
句
で
実
践
し
て
い
た
連

作
を
和
歌
に
も
応
用
し
y
独
特
の
ハ
t
モ
ニ
t 

の
あ
る
世
界
を
作
り
出
し
て
い
P
た
± 

連
作
d
足
た
た
ば
k 

坂
井
久
良
伎
%
く
ら
き
)
が
送
P
て
来
た
箱

根
の
写
真
を
見
た
こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
た
±
子

規
は
y
足
た
た
ば
y
と
い
う
y
か
な
わ
ぬ
願
い

を
y
く
り
返
し
歌
う
こ
と
で
y
切
な
さ
を
強
調

す
る
と
い
う
y
独
特
の
効
果
を
生
み
出
し
た
± 

連
作
d
わ
れ
は
k 

じ
た
ば
た
せ
ず
y
現
実
を
受
け
入
れ
て
y
元

気
に
生
き
て
い
る
自
分
の
気
持
ち
を
詠
P
た
も

の
±
風
流
や
優
雅
で
は
な
く
y
優
し
さ
や
y
や

る
せ
な
さ
な
ど
y
日
常
的
で
人
間
的
な
感
情
を
y

普
通
の
言
葉
で
歌
P
て
い
る
±
こ
の
よ
う
な
歌

は
y
子
規
以
前
の
和
歌
に
は
な
か
P
た
ら
し
い
± 

子
規
は
y
明
治
31
年
２
月
下
旬
か
ら
３
月
は
じ
め
に
か
け
10
回
に
わ
た
P
て
y 

d
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
k
を
�
日
本
�
紙
上
に
発
表
±%
和
歌
の
革
新
運
動
開
始
? 

 
足
た
た
ば
不
尽

ふ

じ

の
高
嶺

た

か

ね

の
い
た
だ
き
を
い
か
づ
ち
な
し
て
踏
み
鳴
ら
さ
ま
し
を 

足
た
た
ば
二ふ

荒た
ら

の
お
く
の
水み

ず

海う
み

に
ひ
と
り
隠
れ
て
月
を
見
ま
し
を 

足
た
た
ば
北
イ
ン
ヂ
ア
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
ヴ
Y
レ
ス
ト
な
る
雪
く
は
ま
し
を 

足
た
た
ば
蝦
夷

え

ぞ

の
栗
原
く
ぬ
ぎ
原
ア
イ
ノ
が
友
と
熊
殺
さ
ま
し
を 

足
た
た
ば
新に

い

高
山

た
か
や
ま

の
山
も
と
に
い
ほ
り
結
び
て
バ
ナ
ナ
植
ゑ
ま
し
を 

足
た
た
ば
大
和

や

ま

と

山
城

や
ま
し
ろ

う
ち
め
ぐ
り
須
磨
の
浦
わ
に
昼
寝
せ
ま
し
を 

足
た
た
ば
黄
河
の
水
を
か
ち
渉わ

た

り
崋
山
の
蓮
の
花
剪き

ら
ま
し
を 

世
の
人
は
四
国
猿
と
ぞ
笑
ふ
な
る
四
国
の
猿
の
子
孫
ぞ
わ
れ
は 

ひ
ん
が
し
の
京
の
丑
寅

う
し
と
ら

杉
茂
る
上
野
の
陰
に
昼
寝
す
わ
れ
は 

い
に
し
へ
の
故
里
人
の
ゑ
が
き
に
し
墨
絵
の
竹
に
向
ひ
座
す
わ
れ
は 

人
皆
の
箱
根
伊
香
保
と
遊
ぶ
日
を
庵
に
籠
も
り
て
蝿
殺
す
わ
れ
は 

富
士
を
踏
み
て
帰
り
し
人
の
物
語
聞
き
つ
つ
細
き
足
さ
す
る
わ
れ
は 

吉
原
の
太
鼓
聞
え
て
更
く
る
夜
に
ひ
と
り
俳
句
を
分
類
す
わ
れ
は 

昔
せ
し
童
遊
び
を
な
つ
か
し
み
こ
よ
り
花
火
に
余
念
な
し
わ
れ
は 

果
物
の
核
を
小
庭
に
撒
き
置
き
て
花
咲
き
実
る
年
を
待
つ
わ
れ
は 

西
洋
美
術
理
論
の
�
写
生
�
と
い
う
概
念
y%
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の 

絵
画
的
西
欧
リ
ア
リ
ズ
ム
)
が
y
フ
p
ン
タ
ネ
t
ジ
か
ら
工
部
美
術
学
校
生
の 

小
山
正
太
郎
と
浅
井
忠
に
伝
わ
り
y
小
山
や
浅
井
の
弟
子
で
あ
P
た
中
村
不
折 

を
経
て
y
正
岡
子
規
へ
と
継
承
さ
れ
y
子
規
に
よ
P
て
文
学
理
論
と
し
て
の
写
生
論 

が
作
ら
れ
y
近
代
日
本
文
学
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
±
子
規
没
後
は
高
浜
虚
子
や
斎
藤
茂
吉
ら 

に
よ
P
て
写
生
論
は
継
承
さ
れ
て
い
P
た
±
子
規
が
絵
画
の
写
生
論
を
y
受
容
で
き
た
の
は
y 

不
折
に
出
会
う
前
に
y
同
郷
の
洋
画
家
下
村
為
山

い

ざ

ん

の
影
響
や
y
俳
句
分
類
や
Á
膨
大
な
�
俳
句
分
類
� 

を
通
じ
â
芭
蕉
七
部
集
ã
に
目
を
開
か
れ
て
得
ら
れ
た
%
明
治
25
年
秋
*
27
年
秋
冬
)
所
産
Æ 

!
馬
渕
礼
子
氏
'
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
t
の
�
文
体
論
�
か
ら
取
捨
選
択
の
原
理
な
ど
を
学
ん
で
い
た
こ
と 

や
y
俳
句
や
短
歌
な
ど
日
本
文
学
の
近
代
化
革
新
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
あ
P
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
± 

写
生
論
の
中
核
は
l 

一
l
写
生
の
材
料
は
身
近
に
無
限
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
/
二
l
対
象
の
形
l
色
l
明
暗
l
遠
近
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
/
三
l
描

く
対
象
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
/
四
l
選
ん
だ
対
象
を
構
成
し
て
作
品
に
仕
立
て
る
こ
と
/
五
l
中
心
と
な
る
対
象
に
焦
点
を
当
て

て
d
主
意
k
を
表
現
す
る
こ
と
/
こ
の
�
主
意
�
を
表
現
す
る
こ
と
が
y
作
品
制
作
の
究
極
点
で
あ
る
± 

�
・
・
・
発
見
を
し
た
な
ら
ば
古
人
の
知
ら
な
か
P
た
古
人
以
上
の
面
白
い
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
ふ
±
色
々
の
人
の
著
書
を

読
ん
で
頭
に
蓄
え
て
置
て
そ
れ
か
ら
実
地
に
臨
ん
で
写
生
を
す
る
・
・
・
読
ん
で
は
写
生
を
し
写
生
を
し
て
は
読
み
古
人
と
競
争
す

る
様
な
も
の
だ
y
一
草
一
木
も
化
し
て
貴
重
の
も
の
に
し
て
仕
舞
ふ
こ
と
が
出
来
る
±�;
明
治
42
年
６
月
l
不
折
著
�
俳
画
法
�? 

不
折
は
�
写
生
�
に
よ
P
て
古
人
の
見
い
だ
せ
な
か
P
た
も
の
を
�
発
見
�
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
た
± 

�
・
・
・
第
一
番
に
写
生
を
す
る
の
だ
y
此
写
生
と
云
ふ
事
が
よ
く
出
来
れ
ば
天
地
万
物
片
端
か
ら
取
り
て
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と

な
し
恰
も
泉
の
涌
き
出
す
如
く
と
P
て
も
と
P
て
も
と
り
つ
く
す
こ
と
の
出
来
ぬ
程
面
白
い
も
の
を
画
い
て
見
せ
る
様
に
な
る
写
生

の
効
力
の
著
し
い
の
は
前
に
述
ぶ
る
通
り
で
あ
る
・
・
・
�%â
俳
画
法
ã) 

�
・
・
・
我
々
が
書
を
習
ふ
唯
一
の
目
的
は
品
位
と
云
ふ
こ
と
に
あ
る
の
だ
y
此
品
位
を
保
た
せ
ん
が
為
め
に
色
々
働
い
て
居
る
の

だ
・
・
・
一
点
一
画
品
位
如
何
と
心
掛
て
行
が
俳
画
の
最
終
の
希
望
で
あ
る
の
だ
�%â
俳
画
法
ã) 

�
俳
句
を
も
の
に
す
る
に
は
空
想
に
倚
る
と
写
実
に
倚
る
と
の
二
種
あ
り
±�%%
子
規
・
明
治
28
年
â
俳
諧
大
要
ã) 
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文
学
と
美
術
の
類
似
性
は
y 

�
描
く
べ
き
材
料
を
現
実
の
世
界
か
ら
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
y
そ
れ
ら
を
再
構
成
し
た
作
品

に
よ
P
て
享
受
者
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
±
絵
画
の
特
質
が
空
間
的
で
あ
る
の

に
対
し
て
y
散
文
の
特
質
は
時
間
的
で
あ
る
±� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

%
子
規
) 

�
き
た
な
く
し
て
却
P
て
美
を
成
す
者
を
â
雅
ã

と
い
ひ
y
き
れ
い
に
し
て
却
P
て
不
美
を
成
す

者
を
â
俗
ã
と
い
ふ
��
主
と
し
て
配
合
の
如
何

に
よ
P
て
雅
な
る
者
も
俗
と
な
り
y
き
れ
い
な

る
者
も
き
た
な
き
者
と
な
る
y
同
じ
物
を
活
か

し
て
使
ふ
と
殺
し
て
使
ふ
と
は
俳
人
の
技
量
次

第
也
�%
子
規
�
俳
諧
反
故
籠
�
明
治30

年
) 

子
規
の
言
う
�
配
合
�
と
は
調
和
と
い
う
意
± 

�
新
し
き
語
を
用
ゐ
ず
新
し
き
材
料
を
使
わ
ざ

る
も
y
其
配
合
の
妙
は
読
者
を
し
て
趣
味
の
清

新
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
深
し
±
�
%
子
規
�
明
治

二
十
九
年
の
俳
句
界
�
明
治30

年
) 

 

�
子
規
は
y
文
学
の
中
で
一
番
y
絵
画
的
â
写

生
ã
に
適
し
た
も
の
は
y
俳
句
で
y
文
章
は
そ

れ
の
時
間
的
に
連
続
し
た
も
の
y
短
歌
に
は
â
写

生
ã
で
く
く
る
事
の
出
来
な
い
主
観
的
部
分
が

十
中
一
y
二
は
あ
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
±� 

%
馬
渕
礼
子
�
浅
井
忠
白
書
�) 

 

漱
石
・
虚
子
・
伊
藤
左
千
夫
・
長
塚
節
ら
を
y 

�
写
生
文
派
�
と
い
う
±
漱
石
の
â
吾
輩
は
猫

で
あ
る
ã
は
y
は
じ
め
�
山
会
�
で
発
表
さ
れ

た
写
生
文
で
あ
P
た
± 

明
治
40
年
代
か
ら
は
y
写
生
文
は
高
等
教
育

に
お
け
る
作
文
指
導
に
取
り
入
れ
ら
れ
y
次
第

に
小
学
校
の
作
文
教
育
に
広
ま
P
た
± 

口
語
体
の
写
生
文
は
y
読
者
に
書
き
手
の
体

験
を
そ
の
ま
ま
追
体
験
さ
せ
る
と
い
う
y
こ
れ

ま
で
の
日
本
語
の
文
章
で
は
で
き
な
か
P
た
こ

と
を
可
能
に
し
た
y
と
言
わ
れ
る
± 

 

�
子
規
は
y
晩
年
y
写
生
文
y
短
歌
に
於
て
y

見
た
ま
ま
を
越
え
始
め
て
い
る
が
y
絵
に
於
て

も
写
生
の
本
質
y
も
の
の
本
質
の
中
に
こ
も
る

美
の
形
象
化
に
成
功
し
つ
つ
あ
P
た
と
考
え
ら

れ
る
±�%
馬
渕
礼
子
氏
�
浅
井
忠
白
書
�) 

不
折
と
子
規
の
画
俳
交
流
に
よ
P
て
y
子
規
の
写
生
論
を
代
表
す
る
�
叙
事

じ

(

じ

文ぶ
ん

�%
明
治
33
年
)
が
書
か
れ
た
± 

â
叙
事
文
ã
は
y
新
聞
�
日
本
�
の
付
録
�
日
本
付
録
週
報
�
の
明
治
33
１
月
29
日
y
２
月
５
日
y
３
月
12
日
版
に
掲
載
さ
れ
た
±

こ
れ
は
y
子
規
の
文
章
論
で
あ
る
が
y
写
生
論
で
も
あ
る
±�
叙
事
文
�
は
�
写
生
文
�
と
も
い
う
± 

�
・
・
・
言
葉
を
飾
る
べ
か
ら
ず
y
誇
張
を
加
ふ
べ
か
ら
ず
y
只
あ
り
の
ま
ゝ
に
其
事
物
を
模
写
す
る
を
可
と
す
±・
・
・
実
際
の
有

の
ま
ゝ
を
写
す
を
仮
に
写
実
と
い
ふ
±
又
写
生
と
も
い
ふ
±
写
生
は
画
家
の
語
を
借
り
た
る
な
り
±・
・
・
短
き
時
間
を
一
秒
一
分
の

小
部
分
に
切
P
て
細
く
写
し
y
秒
々
分
々
に
変
化
す
る
有
様
を
連
続
せ
し
む
る
が
利
な
る
べ
し
±・
・
・
有
の
ま
ゝ
に
写
す
に
は
相
違

な
け
れ
ど
も
固
よ
り
多
少
の
取
捨
選
択
を
要
す
±・
・
・
文
体
は
言
文
一
致
か
又
は
そ
れ
に
近
き
文
体
が
写
実
に
適
し
居
る
な
り
±� 

子
規
â
墨
汁
一
滴
ã
明
治
34
年
４
月
28
日
y�
藤
の
花
�
連
作
±
美
の
極
致
± 

 

夕
餉
し
た
た
め
了
り
て
仰
向
に
寝
な
が
ら
左
の
方
を
見
れ
ば
机
の
上
に 

藤
を
活
け
た
る
い
と
よ
く
水
を
あ
げ
て
花
は
今
を
盛
り
の
有
様
な
り
± 

艶
に
も
う
つ
く
し
き
か
な
と
ひ
と
り
ご
ち
つ
つ
そ
ぞ
ろ
に
物
語
の
昔
な
ど 

し
ぬ
ば
る
る
に
つ
け
て
あ
や
し
く
も
歌
心
な
ん
催
さ
れ
け
る
±
こ
の
道
に
は 

日
頃
う
と
く
な
り
ま
さ
り
た
れ
ば
お
ぼ
つ
か
な
く
も
筆
を
取
り
て 

瓶か
め

に
さ
す
藤
の
花
ぶ
さ
短
か
け
れ
ば
た
た
み
の
上
に
と
ど
か
ざ
り
け
り 

瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぶ
さ
一
ふ
さ
は
か
さ
ね
し
書
の
上
に
た
れ
た
り 

藤
な
み
の
花
を
し
見
れ
ば
奈
良
の
み
か
ど
京
の
み
か
ど
の
昔
こ
ひ
し
も 

藤
な
み
の
花
を
し
見
れ
ば
紫
の
絵
の
具
取
り
出
で
写
さ
ん
と
思
ふ 

藤
な
み
の
花
の
紫
絵
に
か
か
ば
こ
き
紫
に
か
く
べ
か
り
け
り 

瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぶ
さ
花
垂た

れ
て
病
の
床
に
春
暮
れ
ん
と
す 

去
年

こ

ぞ

の
春
亀

か
め
い

戸ど

に
藤
を
見
し
こ
と
を
今
藤
を
見
て
思
ひ
い
で
つ
も 

く
れ
な
ゐ
の
牡
丹
の
花
に
さ
き
だ
ち
て
藤
の
紫
咲
き
い
で
に
け
り 

こ
の
藤
は
早
く
咲
き
た
り
亀
井
戸
の
藤
咲
か
ま
く
は
十
日

と

お

か

ま
り
後の

ち 

八
入

や

し

お

折お
り

の
酒
に
ひ
た
せ
ば
し
を
れ
た
る
藤
な
み
の
花
よ
み
が
へ
り
咲
く 

お
だ
や
か
な
ら
ぬ
ふ
し
も
あ
り
が
ち
な
が
ら
病
の
ひ
ま
の
筆
の
す
さ
み
は 

日
頃
稀
な
る
心
や
り
な
り
け
り
±
を
か
し
き
春
の
一
夜
や
± 

同
じ
く
同
年
４
月
30
日
に
載
せ
た
y｢

山
吹
の
花｣

の
連
作
±
美
の
極
致
± 

病
室
の
ガ
ラ
ス
障
子
よ
り
見
ゆ
る
処
に
裏
口
の
木
戸
あ
り
±
木
戸
の
傍
y
竹
垣 

の
内
に
一
む
ら
の
山
吹
あ
り
±
こ
の
山
吹
も
と
は
隣
な
る
女
の
童
の
四
y
五
年 

前
に
一
寸
ば
か
り
の
苗
を
持
ち
来
て
戯
れ
に
植
ゑ
置
き
し
も
の
な
る
が
今
は
は 

や
縄
も
て
つ
が
ぬ
る
ほ
ど
に
な
り
ぬ
±
今
年
も
咲
き
咲
き
て
既
に
な
か
ば
散
り 

た
る
け
し
き
を
な
が
め
て
う
た
た
歌
心
起
り
け
れ
ば
原
稿
紙
を
手
に
持
ち
て 

裏
口
の
木
戸
の
か
た
へ
の
竹
垣
に
た
ば
ね
ら
れ
た
る
山
吹
の
花 

小
縄
も
て
た
ば
ね
あ
げ
ら
れ
諸
枝

も
ろ
え
だ

の
垂
れ
が
て
に
す
る
山
吹
の
花 

水
汲
み
に
往
来

ゆ

き

き

の
袖そ

で

の
打
ち
触
れ
て
散
り
始
め
た
る
山
吹
の
花 

ま
を
と
め
の
猶な

お

わ
ら
は
に
て
植
ゑ
し
よ
り
い
く
年と

せ

へ
た
る
山
吹
の
花 

歌
の
会
開
か
ん
と
思
ふ
日
も
過
ぎ
て
散
り
が
た
に
な
る
山
吹
の
花 

我
が
庵い

お

を
め
ぐ
ら
す
垣
根
隈く

ま

も
お
ち
ず
咲
か
せ
見
ま
く
の
山
吹
の
花 

あ
き
人
も
文ふ

み

く
ば
り
人
に
往
き
ち
が
ふ
裏
戸
の
わ
き
の
山
吹
の
花 

春
の
日
の
雨
し
き
降
れ
ば
ガ
ラ
ス
戸
の
曇
り
て
見
え
ぬ
山
吹
の
花 

ガ
ラ
ス
戸
の
曇
り
払
へ
ば
あ
き
ら
か
に
寝
な
が
ら
見
ゆ
る
山
吹
の
花 

春
雨
の
け
な
ら
べ
降
れ
ば
葉
が
く
れ
に
黄
色
乏
し
き
山
吹
の
花 

粗
笨
鹵
莽

そ

ほ

ん

ろ

も

う

y
出
た
ら
め
y
む
ち
や
く
ち
や
y
い
か
な
る
評
も
謹
ん
で
受
け
ん
± 

わ
れ
は
た
だ
歌
の
や
す
や
す
と
口
に
乗
り
く
る
が
う
れ
し
く
て
± 
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不折画「鶏頭 子規居士之写生」 
明治 42 年（1909）1 月 15 日 不折筆「子規像」鉛筆素描 

あ 

明治 24 年の不折 

不同舎時代 

 

子
規
は
y
不
折
の
洋
行
を
前
に
y
不
折
と
の
出
会
い
や
y
そ
の
人
品
に
つ
い
て
y
愛
情
あ
ふ
れ
る
思
い
を
y
â
墨
汁
一

ぼ
く
じ
E
う
い
X

滴て
き

ã
の
６

月
25
日
か
ら
29
日
に
書
い
て
い
る
±%
※
�
墨
汁
一
滴
�
は
新
聞
�
日
本
�
に
明
治
34
年
１
月
16
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
連
載
さ
れ

た
随
筆
±
４
日
休
ん
で
y
計
164
回
連
載
さ
れ
た
±) 

以
下
yâ
墨
汁
一
滴
ã
よ
り
y
不
折
の
人
柄
や
風
貌
を
彷
彿
と
さ
せ
る
随
筆
で
あ
る
± 

�
中
村
不
折
君
は
来
る
二
十
九
日
を
以
て
出
発
し
西
航
の
途
に
上
ら
ん
と
す
± 

余
は
横
浜
の
埠
頭
場

は

と

ば

迄
見
送
P
て
ハ
ン
カ
チ
を
振
P
て
別
を
惜
し
む
事
も
出
来
ず
y 

は
た
一
人
前
五
十
銭
位
の
西
洋
料
理
を
食
ひ
な
が
ら
y 

送
別
の
意
を
表
す
る
訳
に
も
ゆ
か
ず
y
已
む
を
得
ず
紙
上
に
悪
口
を
並
べ
て
y 

聊
い
さ
さ

か
其
行
を
壮
に
す
る
事
と
せ
り
± 

余
の
始
め
て
不
折
君
と
相
見
し
は
明
治
二
十
七
年
三
月
頃
の
事
に
し
て
y 

そ
の
場
所
は
神
田
淡
路
町
小
日
本
新
聞
社
の
楼
上
に
て
あ
り
き
± 

初
め
余
の
新
聞
â
小
日
本
ã
に
従
事
す
る
や
適
当
な
る
画
家
を
得
る
事
に
お
い
て
最
も
困
難
を
感
ぜ
り
±
当
時
の
美
術
学
校
の
生
徒

の
如
き
は
余
ら
の
要
求
を
充
た
す
能
は
ず
y
・
・
・
こ
の
時
に
際
し
て
不
折
君
を
紹
介
せ
ら
れ
し
は
浅
井
氏
な
り
/
始
め
て
君
を
見

し
時
の
事
を
今
よ
り
考
ふ
れ
ば
殆
ど
夢
の
如
き
感
あ
り
て
y
後
来
余
の
意
見
も
趣
味
も
君
の
教
示
に
よ
り
て
幾
多
の
変
遷
を
来
し
y

君
の
生
涯
も
ま
た
こ
の
時
以
後
y
前
日
と
異
な
る
逕
路
を
取
り
し
を
思
へ
ば
こ
の
会
合
は
無
趣
味
な
る
が
如
く
に
し
て
そ
の
実
前
後

の
大
関

だ
い
か
ん

鍵け
ん

た
り
し
な
り
±
・
・
・
而
し
て
そ
の
人
を
見
れ
ば
目
つ
ぶ
ら
に
し
て
顔
お
そ
ろ
し
く
服
装
は
普
通
の
書
生
の
著き

た
る
よ
り

も
遥は

る

か
に
き
た
な
き
者
を
著
た
り
l
こ
の
顔
こ
の
衣
に
し
て
こ
の
筆
力
あ
る
所
を
思
へ
ば
こ
の
人
は
尋
常
の
画
家
に
あ
ら
ず
と
ま
で

は
即
座
に
判
断
し
y
そ
の
画
は
も
ら
ひ
受
け
て
新
聞
に
載
す
る
事
と
せ
り
± 

こ
れ
君
の
画
が
新
聞
に
あ
ら
は
れ
た
る
始
な
り
±
・
・
・
�
%
６
月
25
日
) 

�
さ
れ
ど
な
ほ
余
は
不
折
君
に
対
し
て
満
た
ざ
る
所
あ
り
y 

そ
は
不
折
君
が
西
洋
画
家
な
る
事
な
り
± 

当
時
余
は
頑
固
な
る
日
本
画
崇
拝
者
の
一
人
に
し
て
y 

ま
さ
か
に
不
折
君
が
か
け
る
新
聞
の
挿
画
を
ま
で
も
y 

排
斥
す
る
ほ
ど
に
は
あ
ら
ざ
り
し
も
y 

油
画
に
つ
き
て
は
絶
対
に
反
対
し
そ
の
没
趣
味
な
る
を
主
張
し
て
や
ま
ざ
り
き
± 

故
に
不
折
君
に
逢
ふ
ご
と
に
そ
の
画
談
を
聴
き
な
が
ら
時
に
弁
難
攻
撃
を
こ
こ
ろ
み 

そ
の
た
び
ご
と
に
発
明
す
る
事
少
か
ら
ず
/
遂
に
は
君
の
説
く
所
を
以
て
今
ま
で
自
分
の
専
攻
し
た
る
俳
句
の
上
に
比
較
し
て
そ
の

一
致
を
見
る
に
及
ん
で
い
よ
い
よ
悟
る
所
多
く
y
半
年
を
経
過
し
た
る
後
は
や
や
画
を
観
る
の
眼
を
具
へ
た
り
と
自
ら
思
ふ
ほ
ど
に

な
り
ぬ
±
こ
の
時
は
最
早
日
本
画
崇
拝
に
も
あ
ら
ず
油
画
排
斥
に
も
あ
ら
ず
y
画
は
此か

く

の
如
き
者
画
家
は
此か

く

の
如
き
者
と
大
方
に
知

り
て
見
れ
ば
今
ま
で
た
だ
漠
然
と
善
し
と
い
ひ
悪
し
と
い
ひ
し
我
判
断
は
十
中
八
y
九
ま
で
そ
の
誤
れ
る
を
発
見
し
y
併あ

わ

せ
て
今
ま

で
画
家
に
対
す
る
待
遇
の
無
礼
な
り
し
を
悔
ゆ
る
に
至
れ
り
±
・
・
・
�
%
６
月
26
日
) 

�
余
が
知
る
よ
り
前
の
不
折
君
は
不
忍
池
畔
に
一
間
の
部
屋
を
借
り
l 

そ
こ
に
て
自
炊
し
な
が
ら
勉
強
し
た
り
と
い
ふ
/ 

そ
の
間
の
困
窮
は
た
と
ふ
る
に
も
の
な
く
一
粒
の
米
l 

一
銭
の

貯
た
く
わ
え

だ
に
な
く
て
食
は
ず
飲
ま
ず
に
一
日
を
送
り
し
こ
と
も
一
l 

二
度
は
あ
り
き
と
ぞ
/
・
・
・
â
小
日
本
ã
と
関
係
深
く
な
り
て
後
君
は
y 

淡
路
町
に
下
宿
せ
し
か
ば
余
は
社
よ
り
の
帰
り
が
け
に
君
の
下
宿
を
訪
ひ
画
談
を
聞
く
を

楽
た
の
し
み

と
せ
り
±
君
い
ふ
y
今
は
食
ふ
事
に

困
ら
ぬ
身
と
な
り
し
か
ば
十
分
に
勉
強
す
べ
し
と
±
乃

す
な
わ

ち
毎
日
草
鞋

わ

ら

じ

弁
当
に
て
綾
瀬
あ
た
り
へ
油
画
の
写
生
に
出
か
け
y
夜
間
は
新

聞
の
挿
画
な
ど
画
く
時
間
と
な
り
居
た
り
±
・
・
・
±
画
く
者
は
論
ぜ
ず
y
論
ず
る
者
は
画
か
ず
±
君
の
如
く
画
家
に
し
て
か
つ
論

客
な
る
は
世
に
少
し
/
・
・
・
・
・
・
質
問
い
ま
だ
終
ら
ざ
る
に
早
く
既
に
不
折
君
の
滔
々

と
う
と
う

と
し
て
弁
じ
初
む
る
を
見
ん
y
も
し
傍

よ
り
妨
げ
ざ
る
限
り
は
君
の
答
弁
は
一
時
間
も
二
時
間
も
続
く
べ
く
y
し
か
も
そ
の
言
ふ
所
条
理
井
然

せ
い
ぜ
ん

と
し
て
乱
れ
ず
y
実
例
あ
る

者
は
実
例
%
絵
画
の
類
)
に
つ
き
て
一
々
に
指
示
す
± 
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明治 35～38 年（1902～05）アカデミー・ジュリアンで 

中央左向きの椅子に座っている人物が不折 
明治 34 年 渡仏前に家族と 

明治 34 年の不折 

渡仏前に夫人と記念写真 

不折筆「裸体習作」明治 35 年 

ローランス時代 紙に木炭 

不折は、パリで、人体素描
の訓練に励み、日本美術界
に、表現の基礎である裸体画
を導入した。不折はパリでの
4年間、一度もカフェに行か
なかったらしい。 

通
例
画
家
が
言
ふ
所
の
漠
然
と
し
て
要
領
を
得
ざ
る
の
比
に
非
ず
± 

余
が
君
の
た
め
に
教
へ
ら
れ
て
何
と
な
く
悟
り
た
る
や
う
に
思
ふ
も
y 

畢
竟

ひ
X
き
9
う

君
の
教
へ
や
う
の
う
ま
き
に
因
る
±
�
%
６
月
27
日
) 

�
各
自
専
門
の
学
芸
技
術
に
熱
心
な
る
人
は
少
く
も
あ
ら
ね
ど
y 

不
折
君
の
画
に
お
け
る
ほ
ど
熱
心
な
る
は
少
か
る
べ
し
± 

い
つ
逢
ふ
て
も
い
つ
ま
で
語
つ
て
も
い
や
し
く
も
人
に
逢
ひ
て
こ
れ
と
語
ら
ば
y 

終
始
画
談
を
な
し
て
倦う

ま
ず
y
筆
あ
ら
ば
直
に
筆
を
取
つ
て
戯
画
を
画
き
y 

あ
る
い
は
説
明
の
た
め
に
種
々
の
画
を
か
く
±
時
を
嫌
は
ず
処
を
択
ば
ず
宴
会
の
席
に
て
も
衆
人
の
中
に
て
も
人
は
酒
を
飲
み
妓ぎ

を

ひ
や
か
し
つ
つ
あ
る
際
に
て
も
不
折
君
は
独
り
画
を
画
き
画
を
談
ず
±・
・
・
君
は
自
分
の
た
め
に
も
勉
強
し
人
に
頼
ま
れ
て
も
勉
強

す
±・
・
・
不
折
君
は
人
に
頼
ま
れ
た
る
ほ
ど
の
事

尽
こ
と
ご
と

く
こ
れ
に
応
ず
る
の
み
な
ら
ず
y
そ
の
期
日
さ
へ
誤
る
事
少
け
れ
ば
書
肆

し

9

し

な

ど
は
甚
だ
君
を
重
宝
が
り
・
・
・
教
科
書
の
挿
画
y
そ
の
他
書
籍
雑
誌
の
挿
画
及
び
表
紙
を
依
頼
す
る
者
絶
え
ず
±・
・
・
そ
の
ほ
か

君
の
前
に
書
画
帖
を
置
い
て
画
を
乞こ

ふ
者
あ
れ
ば
君
は
直
に
筆
を
揮ふ

る

ふ
て
咄
嗟

と

X

さ

画
を
成
す
±・
・
・
�%
６
月
28
日
) 

�
・
・
・
不
折
君
は
丈
低
く
面
鬼
の
如
く
髯ひ

げ

ぼ
う
ぼ
う
と
し
て
全
体
に
強
き
方
な
り
± 

・
・
・
不
折
君
は
粗
衣
粗
食
の
極
端
に
も
耐
へ
な
る
べ
く
質
素
を
旨
と
し
て
y 

少
し
に
て
も
臨
時
の
収
入
あ
れ
ば
こ
れ
を
貯
蓄
し
置
く
な
り
± 

君
が
赤
貧
洗
ふ
が
如
き
中
よ
り
身
を
起
し
て
独
力
を
以
て
住
屋
と
画
室
と
を
建
築
し
y 

そ
れ
よ
り
後
二
年
な
ら
ず
し
て
洋
行
を
思
ひ
立
ち
y 

し
か
も
他
人
の
力
を
借
ら
ざ
る
に
至
て
は
君
が
勤
倹
の
結
果
に
驚
か
ざ
る
を
得
ず
± 

・
・
・
不
折
君
は
議
論
は
勿
論
y
普
通
の
談
話
も
声
高
く
明
瞭
な
り
±
・
・
・
不
折
君
は
理
窟
の
人
な
り
±
・
・
・
不
折
君
は
勉
強

家
の
随
一
な
り
±
・
・
・
不
折
君
は
酒
も
飲
ま
ず
煙
草
も
飲
ま
ず
±
・
・
・
不
折
君
は
い
き
な
り
に
筆
を
下
し
て
縦
横
に
画
き
ま
は

す
±
・
・
・
不
折
君
は
寸
大
の
紙
に
も
な
ほ
山
水
村
落
の
大
景
を
描
く
癖
あ
り
±
・
・
・
y
不
折
君
は
一
旦
画
き
初
め
し
者
は
ど
う

で
も
か
う
で
も
仕
上
げ
て
し
ま
ふ
±
・
・
・
不
折
君
は
初
よ
り
終
ま
で
孜
々

し

し

と
し
て
怠
ら
ず
に
画
く
±
・
・
・ 

君
は
耳
遠
き
が
た

め
に
人
の
話
を
誤
解
す
る
事
多
し
±・
・
・%
少
し
ほ
め
た
る
を
大

お
お
い

に
ほ
め
た
る
が
如
く
思
ふ
誤
即
ち
程
度
の
誤
最
も
普
通
な
り
)・
・
・

西
洋
へ
往
き
て
勉
強
せ
ず
と
も
見
物
し
て
来
れ
ば
沢
山
な
り
±
そ
の
上
に
御
馳
走
を
食
ふ
て
肥
え
て
戻
れ
ば
そ
れ
に
上
こ
す
土
産
は

な
か
る
べ
し
±
余
り
齷
齪

あ
く
せ
く

と
勉
強
し
て
上
手
に
な
り
過
ぎ
給
ふ
な
±
�
%
６
月
29
日
) 

 

明
治
34
年
%
１
９
０
１
年
)
６
月
29
日
正
午
y
不
折
は
y
洋
画
を
学
ぶ
た
め
y 

横
浜
を
出
港
y
フ
ラ
ン
ス
へ
旅
立
P
た
±
こ
れ
が
子
規
と
の
今
生
の
別
れ
に
な
P
た
± 

不
折
は
y
８
月
某
日
マ
ル
セ
イ
ユ
に
入
港
y
８
月
19
日
y
パ
リ
に
着
く
± 

直
ち
に
浅
井
忠
の
宿
所
へ
行
き
y
今
後
の
事
を
相
談
し
た
±
翌
日
y 

オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
に
下
宿
±
和
田
英
作
の
紹
介
で
ラ
フ
]
エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
師
事
± 

以
後
y
午
前
中
は
ア
カ
デ
ミ
t
・
コ
ラ
ロ
[
シ
で
コ
ラ
ン
の
指
導
の
も
と
y 

木
炭
デ
[
サ
ン
を
学
び
y
午
後
は
ル
t
ブ
ル
等
の
美
術
館
に
通
い
y 

夜
は
y
留
学
時
代
を
通
じ
y
日
本
か
ら
持
参
し
た
â
龍
門
二
十
品
ã 

â
書
譜
ã
等
の
臨
書
y
と
狩
野
派
の
粉
本
に
よ
る
日
本
画
の
修
業
を
続
け
た
± 

明
治
35
年
１
月
y
ア
カ
デ
ミ
t
・
ジ
d
リ
ア
ン
に
転
じ
y 

ジ
G
ン
・
ポ
t
ル
・
ロ
t
ラ
ン
ス
に
師
事
±
人
物
画
を
学
ぶ
± 

ア
カ
デ
ミ
t
・
ジ
d
リ
ア
ン
で
の
授
業
と
平
行
し
て
y 

ル
t
ブ
ル
で
コ
ロ
t
な
ど
の
作
品
の
模
写
に
励
み
y 

国
立
美
術
学
校
の
聴
講
生
と
な
り
y
解
剖
学
を
学
ん
だ
± 

明
治
35
年
８
月
19
日
y
浅
井
忠
は
帰
国
し
y
京
都
に
移
住
y 

京
都
高
等
工
芸
学
校
教
授
に
認
ぜ
ら
れ
る
± 
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不折の挿絵 
「吾輩は猫である」 
明治 38 年（1905 年） 

不折の挿絵 
「吾輩は猫である」 

三味線をひく猫 

浅井 忠  肖像 

不折「建国剏業
けんこくそうぎょう

」明治 40 年 油画 150 号 大正 12 年関東大震災で焼失 

東京勧業博覧会に出品 １等首席になる。裸体が不敬であると騒がれた。 

不折は、主に歴史画によって、今を生きる日本人固有の表現を探求した。 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
�
尋
常
一
年
生
に
返
P
た
つ
も
り
で
第
一
歩
か
ら
の
修
行
を
始
め
ま
し
た
�
と
y
不
折
と
入
れ
違
い
で
帰
国
し
た

浅
井
忠
へ
の
手
紙
に
不
折
は
書
い
て
い
る
±
浅
井
忠
が
そ
の
こ
と
を
子
規
に
伝
え
る
と
y
子
規
は
涙
を
は
ら
は
ら
と
こ
ぼ
し
て
喜
ん

だ
と
い
う
±
浅
井
忠
が
こ
の
様
子
を
不
折
に
伝
え
た
と
こ
ろ
y
不
折
は
�
子
規
の
何
時
ま
で
も
自
分
を
思
P
て
く
れ
る
真
情
に
感
謝

し
た
�
と
語
P
た
と
い
う
±�
私
と
正
岡
と
は
最
も
深
い
関
係
に
あ
P
て
y
私
に
と
P
て
正
岡
ほ
ど
y 

印
象
の
深
い
人
物
は
少
い
�
と
y
後
年
不
折
は
述
べ
て
い
る
± 

明
治
36
年
10
月
９
日
y
不
同
舎
の
後
輩
y
荻
原
碌
山
と
会
い
y
下
宿
に
招
き
y
懇
談
す
る
± 

碌
山
は
y
不
折
の
勧
め
で
彫
刻
家
を
目
指
す
±
明
治
37
年
%
１
９
０
４
)
日
露
戦
争
が
は
じ
ま
り
y 

お
金
も
欠
乏
し
y
今
後
の
研
究
継
続
は
不
可
能
と
思
い
y
不
折
は
帰
国
を
決
断
し
た
± 

 

明
治
38
年
%
１
９
０
５
)
１
月
22
日
y
マ
ル
セ
イ
ユ
を
立
ち
y
３
月
１
日
y
神
戸
着
y
４
日
帰
京
±
４
年
弱
の
留
学
で
あ
P
た
± 

�
・
・
・
絵
に
限
ら
ず
y
筆
を
持
つ
こ
と
は
何
で
も
好
き
だ
P
た
の
で
y
暇
が
あ
れ
ば
字
を
習
P
て
ゐ
た
±
け
れ
ど
も
y
西
洋
へ
行

く
ま
で
は
暇
が
な
く
て
y
本
職
の
方
の
時
間
も
得
ら
れ
な
い
位
y
い
そ
が
し
い
日
を
送
P
て
ゐ
た
の
で
y
他
の
事
を
や
る
時
間
な
ど

は
全
く
な
か
P
た
±
そ
こ
で
y
西
洋
へ
行
く
二
三
年
前
か
ら
y
人
が
煙
草
を
吸
う
時
間
を
y
僕
は
字
を
習
P
た
±・
・
・
日
本
画
の
方

は
y
少
さ
い
時
分
に
南
画
を
習
ひ
y
本
職
の
西
洋
画
を
や
る
傍
ら
y
そ
れ
に
対
す
る
趣
味
も
変
わ
ら
な
く
続
い
た
±・
・
・
字
を
習
ふ

や
う
な
具
合
に
し
て
y
南
画
も
習
P
た
±�%
不
折
â
僕
の
歩
い
た
道
ã
よ
り
) 

�
西
洋
画
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
y
僕
の
洋
行
熱
は
次
第
に
深
刻
に
な
P
て
来
た
が
y
先
立
つ
も
の
は
資
金
で
あ
る
の
で
y
中
々

実
現
出
来
な
か
P
た
±
中
に
は
金
を
調
達
し
て
呉
れ
る
と
い
ふ
人
も
あ
P
た
が
y
今
ま
で
兎
に
角
y
独
立
で
や
P
て
来
た
の
だ
か
ら
y

人
の
力
を
借
り
る
の
は
厭
だ
と
思
ひ
y
な
る
べ
く
自
分
の
力
で
洋
行
の
資
金
を
作
ろ
う
と
思
P
た
±
僕
の
痩
我
慢
は
い
つ
に
な
P
て

も
癒
ら
な
い
±・
・
・
�%
不
折
â
僕
の
歩
い
た
道
ã
よ
り
) 

帰
国
し
た
不
折
は
y
太
平
洋
画
会
研
究
所
の
教
授
y
文
展
の
審
査
員
に
な
る
な
ど
y
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
±
ま
た
y
画
家
と
し

て
だ
け
で
な
く
y
書
壇
の
組
織
者
y
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
す
る
±
漱
石
の
�
吾
輩
は
猫
で
あ
る
�
上
編
の
挿
絵
な
ど
も
描
い
た
± 

       

明
治
38
年
晩
秋
y
忙
し
す
ぎ
て
神
経
衰
弱
に
な
る
± 

こ
の
頃
日
本
新
聞
を
や
め
y
朝
日
新
聞
社
の
社
員
に
な
P
て
い
る
± 

明
治
39
年
の
春
y
河
東

か
わ
ひ
が
し

碧へ
き

梧
桐

ご

と

う

が
訪
ね
て
き
た
± 

彼
に
y
六
朝
の
造
像
銘
の
拓
本
を
見
せ
y
大
き
な
感
動
を
与
え
た
± 

こ
の
年
の
11
月
こ
ろ
よ
り
y
漱
石
と
疎
遠
に
な
P
た
よ
う
で
あ
る
± 

�
・
・
・
不
折
は
無
闇
に
法
螺
を
吹
く
か
ら
近
来
絵
を
た
の
む
の
が 

い
や
に
な
り
ま
し
た
±�%
夏
目
漱
石
・
橋
口
清
宛
て
書
簡
) 

明
治
40
年
１
月
y
青
森
の
浅あ

さ

虫む
し

温
泉

お
ん
せ
ん

で
碧
梧
桐
と
会
い
y 

彼
に
y�
爨さ

ん

宝
子

ぽ

う

し

碑ひ

��
中
岳

ち
E
う
が
く

霊
廟

れ
い
び
9
う

碑ひ

�
の
拓
本
を
見
せ
る
± 

そ
れ
は
y
碧
梧
桐
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
± 

同
年
３
月
y
中
原
悌
二

て

い

じ

朗ろ
う

・
中
村
彝つ

ね

ら
が
弟
子
に
な
る
± 

６
月
y
日
下
部
鳴

く

さ

か

べ

め

い

鶴か
く

を
中
心
に
�
談
書
会

だ
ん
し
9
か
い

�
が
創
立
さ
れ
y 

不
折
は
y
そ
の
発
起
人
・
幹
事
と
な
P
た
± 

秋
頃
y
過
労
か
ら
体
調
を
く
ず
し
y
翌
年
ま
で
静
養
± 

９
月
２
日
y
陸
羯
南
が
逝
去
±%
享
年
51
歳
) 

12
月
16
日
y
浅
井
忠
が
京
都
で
逝
去
し
た
±%
享
年
52
歳
) 



                                                            書道もろもろ塾（2015,8,30) 176 

明治末頃の「書展風景」これは明治 45 年の談書会か？ 

明治末、会場を借りて、書画家たちが家蔵の

書画や文房具などを展観する雅会や書画会が

盛んに開かれた。1909 年（明治 42）の健筆会

の第 1回展などが有名。 「中 岳
ちゅうがく

崇高
すうこう

霊 廟
れいびょう

碑
ひ

」北魏
ほ く ぎ

・456

年 

「爨
さん

龍
りゅう

顔
がん

碑
ひ

」劉
りゅう

宋
そう

・458 年建立 

地元（雲南省）豪族の墓碑 

康有為は「隷楷の極則」と讃美。 

「爨
さん

宝子
ぽ う し

碑
ひ

」東晋
とうしん

・405 年建立 

地元（雲南省）豪族の墓碑。 

不折臨書「中岳霊廟碑」 不折臨書「爨宝子碑」 不折臨書「爨龍顔碑」 

「谷
こく

朗
ろう

碑
ひ

」呉・272 年建立 
地元の官吏の墓碑 

書
の
活
動 

�
談
書
会
�
は
y
明
治
40
年
６
月
y
巌
谷

い

わ

や

小
波

さ
ざ
な
み

・
犬
養

い
ぬ
か
い

木
堂

も
く
ど
う

・ 

阪ば
ん

正
臣

ま
さ
お
み

ら
の
発
起
で
創
立
さ
れ
y
日
下
部
鳴
鶴
・
前
田
黙
鳳
・ 

中
村
不
折
ら
11
名
が
幹
事
と
な
り
y
毎
月
集
ま
P
て
書
の
研
究
を
し
た
± 

会
員
は
４
０
０
名
に
も
な
P
た
と
い
う
± 

明
治
41
年
に
は
y
中
村
不
折
と
前
田
黙
鳳
が
中
心
に
な
P
て
y 

�
健
筆
会
�
を
興
し
た
±
し
か
し
y
こ
れ
は
５
*
６
年
で
解
散
± 

明
治
41
年
７
月
頃
y
日
下
部
鳴
鶴
・
前
田
黙
鳳
・
中
林
梧
竹
ら
と
y 

�
書
談
会
�
を
結
成
し
た
± 

日
下
部
鳴
鶴
と
不
折
は
y
談
書
会
な
ど
で
y
た
び
た
び
対
立
し
た
± 

楊よ
う

守し
E

敬け
い

直
伝
の
正
統
派
を
自
任
す
る
鳴
鶴
は
y
北
魏

ほ

く

ぎ

の
�
鄭
羲
下

て

い

ぎ

か

碑ひ

�y 

後
漢

ご

か

ん

の
�
張
遷

ち
9
う
せ
ん

碑ひ

�
な
ど
に
よ
P
て
正
統
を
主
唱
し
た
± 

不
折
は
y
楊
守
敬
が
軽
ん
じ
た
北
魏
の
�
中
岳

ち
E
う
が
く

霊
廟

れ
い
び
9
う

碑ひ

�
や
y 

東
晋

と
う
し
ん

の
�
爨さ

ん

宝
子

ぽ

う

し

碑ひ

�
な
ど
を
推
奨
し
y
鳴
鶴
と
対
立
し
た
± 

�
・
・
・
此
等
の
諸
碑
%
三
国
の
魏
か
ら
南
朝
・
北
魏
ま
で
の
) 

は
y
北
魏
あ
た
り
の
も
の
よ
り
は
非
常
に
雅
で
あ
P
て
y 

何
と
な
し
に
習
P
て
見
る
気
に
な
P
た
の
が
始
め
で
あ
る
± 

・
・
・
北
魏
あ
た
り
の
も
の
と
異
な
P
て
y
其
れ
が
実
に
俗
気
を 

離
れ
た
何
と
も
云
へ
ぬ
味
が
あ
る
±・
・
・
僕
は
爨
龍
顔
の
碑
と 

中
岳
霊
廟
の
碑
と
を
基
礎
と
し
て
y
そ
の
他
は
参
考
と
し
て
居
る 

が
y
点
と
云
へ
ば
三
角
の
点
y
画
は
四
角
と
云
P
た
や
う
に
y 

ど
れ
を
学
ん
で
も
同
じ
結
果
と
も
思
わ
れ
て
y・
・
・
晋
宋
夫
れ 

ぞ
れ
に
相
応
し
た
風
骨
を
味
わ
う
事
が
出
来
る
と
思
ふ
±・
・
・ 

併
し
夫
れ
を
学
ん
で
真
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
程
y
世
間
か
ら
は
種
々 

な
非
難
や
攻
撃
を
受
く
る
事
と
信
じ
て
居
る
±・
・
・
目
慣
れ
ぬ
と 

云
ふ
感
情
か
ら
来
る
批
評
は
決
し
て
正
鵠
を
得
る
も
の
で
な
い
事 

は
云
ふ
迄
も
な
い
�%
不
折
・
明
治
42
年
７
月 

�â
日
本
及
び
日
本
人
ã�
爨
龍
顔
と
張
遷
碑
�) 
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部分拡大 不折「龍 眠 帖
りゅうみんじょう

」冒頭部分 明治 41 年（1908）折本、各 29.0×23.6㎝ 台東区立書道博物館蔵 

『龍眠帖』は人気で、よく売れた。大正 2年 11 月には 5版を重ねたという。 

不折・創作「蘭亭序
らんていじょ

」冒頭部分 大正元年（1912）9 月 1 日揮毫 

折本 各頁 26.6×16.1㎝ 平安堂発行 台東区立書道博物館蔵 

『爨宝子碑』『谷朗碑』等の影響の書。 

+
明
治
41
年
%
１
９
０
８
)
不
折
は
多
忙
の
た
め
か
y
神
経

衰
弱
に
な
り
y
群
馬
県
磯
部
温
泉
で
療
養
し
て
い
た
±
彼
は
y

う
つ
病
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
y
８
月
28
日
y
北
宋
の
蘇そ

轍て
つ

の

詩
�
題
李
公
麟

り
こ
う
り
ん
さ
ん

山
荘
図

そ
う
ず
に
だ
い
す

�
20
首
%
五
言
絶
句
)
を
書
い
た
± 

�
・
・
・
所
が
何
だ
か
普
通
世
間
の
字
と
違
P
た
様
な
も
の
が

出
来
た
の
で
人
に
示
す
訳
で
は
な
い
が
面
白
い
と
思
P
て
河
東

碧
梧
桐
君
に
見
せ
た
y
す
る
と
之
は
面
白
い
y
今
ま
で
書
い
て

ゐ
る
も
の
よ
り
面
白
い
と
油
を
か
け
ら
れ
y
外
に
も
之
は
面
白

い
か
ら
印
刷
し
ろ
と
い
ふ
の
で
・
・
・
y
始
め
て
政
教
社
の
日

本
及
日
本
人
に
発
表
し
て
龍
眠
帖
と
名
付
け
ま
し
た
y
そ
し
て

実
費
で
頒
け
る
事
に
し
ま
し
た
±�%�
不
折
先
生
に
訊
く
�) 

不
折
は
y
こ
れ
を
発
表
す
る
つ
も
り
は
な
か
P
た
が
y
こ
の

習
作
を
見
て
感
動
し
た
河
東
碧
梧
桐
の
勧
め
で
y
同
年
10
月
10

日
y�
龍
眠
帖
�
と
名
づ
け
刊
行
さ
れ
た
±
発
行
人
は
河
東
碧
梧

桐
±�
中
岳
霊
廟
碑
��
爨
宝
子
碑
�
を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
た
書
± 

Ａ
４
判
変
形
y
本
文
22
頁
y
各
頁
に
１
行
５
字
y
各
４
行
y 

計
20
字
書
か
れ
て
い
る
±
木
版
印
刷
y
折
本
± 

発
表
さ
れ
る
と
y
賛
否
両
論
y
日
本
の
書
家
や
知
識
人
の
間
で

一
大
事
件
と
な
P
た
± 

漱
石
y
内
藤
湖
南
y
日
下
部
鳴
鶴
y
高
村
光
太
郎
y
幸
田
露

伴
ら
は
厳
し
く
批
判
し
た
±
碧
梧
桐
の
仲
間
の
俳
人
達
は
歓
迎

し
y
芥
川
龍
之
介
や
室
生
犀
星
ら
は
y
不
折
の
書
風
の
影
響
を

受
け
y
森
鴎
外
y
伊
藤
左
千
夫
y
中
村
彝
y
荻
原
碌
山
ら
の
墓

標
は
不
折
の
揮
毫
で
あ
る
± 

�
僕
の
字
は
y
著
し
く
他
の
人
の
と
異
な
P
て
y
甚
だ
奇
怪

に
見
ゆ
る
さ
う
で
あ
る
が
y
僕
は
殊
更
に
奇
怪
な
も
の
を
書
か

う
と
思
P
て
書
く
の
で
も
な
け
れ
ば
y
又
た
特
別
に
人
と
異
な

P
た
も
の
を
書
か
う
と
企
て
て
居
る
訳
で
も
な
い
y・
・
・
僕
の

書
く
字
は
決
し
て
不
折
の
独
創
で
も
な
け
れ
ば
y
又
た
古
人
の

書
に
就
い
て
最
も
奇
怪
な
も
の
を
択
ん
だ
訳
で
も
な
い
�
%
不

折
y�
爨
龍
顔
と
張
遷
碑
�â
日
本
及
日
本
人
ã
明
治
42
年
７
月
) 

 

�
京
都
の
内
藤
湖
南
君
は
碑
の
研
究
に
関
し
て
y
我
々
に
反

対
し
y・
・
・
邪
道
と
言
P
て
居
る
が
・
・
・
我
々
は
決
し
て
書

を
以
て
誇
り
と
す
る
も
の
で
は
な
い
/・
・
・
我
々
の
研
究
は
書

其
の
も
の
ゝ
本
体
を
味
ふ
に
あ
る
±
内
藤
君
は
我
々
が
・
・
・

阮
元
の
北
碑
南
帖
論
に
依
P
て
論
拠
を
立
て
居
る
や
う
に
思
ふ

て
居
る
や
う
だ
が
y
夫
れ
は
大
な
る
誤
解
で
y
我
々
は
決
し
て

阮
元
の
説
を
根
本
と
し
て
居
る
の
で
は
な
い
±
帰
す
る
処
は
西

洋
の
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
y
阮
元
の
説
と
雖
も

善
い
と
こ
ろ
は
採
る
も
y
悪
い
点
ま
で
は
採
る
こ
と
は
な
い
と

云
ふ
の
が
我
々
の
考
へ
で
あ
る
�
%
不
折
y
�
書
談
”
碑
と
帖
”
�

â
太
陽
ã
明
治
44
年
９
月
) 

�
・
・
・
近
頃
都
会
で
も
地
方
で
も
y
度
々
奇
怪
な
文
字
を

見
受
け
y
そ
し
て
そ
れ
が
段
々
次
第
ゝ
ゝ
に
行
わ
れ
る
傾
向
を

な
し
て
ゐ
る
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
±
勿
論
そ
れ
は
書
家
と
い

ふ
ほ
ど
の
人
が
為
せ
る
こ
と
で
も
な
い
が
・
・
・
張
瑞
図
や
祝

枝
山
y
勘
亭
y
俗
仮
名
の
や
う
な
味
な
ら
ま
だ
し
も
の
事
y
欧

羅
巴
l
亜
米
利
加
の
味
を
漢
字
に
付
け
て
人
に
食
は
せ
や
う
と

い
ふ
の
で
あ
る
±
か
ゝ
る
愚
な
事
は
歯
牙
に
か
く
る
に
足
ら

ぬ
・
・
・
�%
幸
田
露
伴
y�
書
談
�
昭
和
９
年
) 

く
り
か
え 
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;
漱
石
の
不
折
批
判
? 

�
・
・
・
本
日
建
筆
会
と
申
す
も
の
を
見
候
y
・
・
・
不
折
の
悪
口
を
一

寸
申
候
±
あ
の
男
の
画
も
書
も
駸
々
乎

し
ん
し
ん
こ

と
し
て
邪
道
に
進
歩
致
し
候
y
あ
ゝ

恰
好
ば
か
り
奇
抜
が
E
て
ど
う
す
る
か
と
思
ひ
候
±
不
折
先
生
の
善
所
と
申

せ
ば
昔
の
一
高
の
生
徒
が
無
暗
に
武ぶ

貼ば

P
て
是
が
世
の
中
で
一
番
い
ゝ
の

だ
と
力
み
返
P
た
る
y
あ
の
若わ

か

殿と
の

原ば
ら

の
善
所
に
候
±
・
・
・
�
%
明
治
45
年

５
月
26
日
y
戸
川
秋
骨
宛
y
漱
石
の
書
簡
よ
り
) 

�
・
・
・
健
筆
会
と
申
す
も
の
一
覧
・
・
・
不
折
例
に
よ
P
て
不
良
少
年

の
悪
達
者
を
発
揮
致
し
居
候
・
・
・
�%
明
治
45
年
５
月
27
日
y
寺
田
寅
彦

宛
y
漱
石
の
書
簡
よ
り
) 

楷
書
の
構
成
法
三
種 

楷
書
は
y
数
百
年
か
け

て
y
隷
書
か
ら
変
化
し
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
± 

初
唐
の
楷
書
が
y�
楷
書

の
極
則
�
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
y
楷
書
の
典
型
y
完

成
形
y
と
一
般
に
考
え
ら

れ
て
い
る
が
y
し
か
し
y

そ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
で

は
な
い
± 

北
魏
の
楷
書
は
y
初
唐

の
楷
書
に
至
る
過
渡
的
な

も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る

が
y
独
自
の
完
成
さ
れ
た

構
成
法
に
よ
り
成
立
し
て

い
る
±
日
下
部
鳴
鶴
ら
の

碑
学
派
は
y
北
魏
の
楷
書

や
隷
書
y
篆
書
を
書
の
美

の
基
準
と
考
え
た
± 

中
村
不
折
ら
は
y
北
魏

の
初
期
や
六
朝
の
呉
や
東

晋
y
宋
代
の
y
隷
書
か
ら

楷
書
へ
の
移
行
途
上
の
姿

と
思
わ
れ
る
未
完
成
の
書

体
に
y
新
し
い
美
の
基
準

を
発
見
し
た
± 

明
治
時
代
の
日
本
に

は
y
隋
唐
派
と
北
魏
派
と

六
朝
派
の
三
派
が
対
立
し

な
が
ら
盛
衰
を
く
り
か
え

し
て
い
た
±
北
魏
派
の
鳴

鶴
ら
は
北
魏
の
楷
書
を

�
六
朝
書
�
と
呼
ん
で
い

る
± 

不折筆「七体いろは帖」部分 大正元年 11 月揮毫 右より、片仮名、平仮名、変体仮名、楷書、行書、草書、章草の七体で書かれた「いろは帖」 仮名は六朝碑風に書かれている。 

「鄭羲下
て い ぎ か

碑
ひ

」部分 北魏・511 年 「爨宝子碑」部分 

東晋・405 年 

「九成宮醴
きゅうせいきゅうれい

泉
せん

銘
めい

」部分 

初唐、632 年 

「高貞
こうてい

碑
ひ

｣部分 北魏
ほ く ぎ

・523 年 「爨龍顔碑」部分 

宋・458 年 
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�
美
術
そ
の

も
の
ゝ
性
質

か
ら
云
へ
ば

書
も
画
も
全

く
同
一
で
あ

る
と
云
ふ
の

が
私
の
持
論

で
あ
る
±・
・
・

そ
の
形
と
か
y

そ
の
品
位
と

か
は
y
結
局
洋

画
も
書
道
も

一

つ

で

あ

る
±・
・
・
�%�
書

と
画
�
・
â
塔

影
ã 

昭
和
11

年
12
月
) 

不折「前後赤壁賦
ぜんごせきへきふ

」大正 7 年（1918）秋 
双幅のうちの「前赤壁賦」 

余白に画賛のように「前赤壁賦」が楷書

で書かれている。 

不折「行書千字文」稿より 大正 7 年夏揮毫 各頁 25.3×17.8㎝ 

不折「草書千字文」より 大正 7 年夏揮毫 各頁 26.5×16.9

㎝ 

不折「楷書千字文」より 大正 7 年夏揮毫 各頁 25.5×17.0㎝ 

不
折
は
y
パ
リ
留
学
中
%
１
９
０
１
年
*
１
９
０
５
年
)y 

�â
書
が
は
た
し
て
芸
術
と
し
て
存
立
し
う
る
か
ã
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち

続
け
y
そ
の
結
果
y
書
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
西
洋
の
美
術
に
比
肩

ひ

け

ん

し
う
る
â
造

型
芸
術
ã
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
�± 

明
治
15
年
%
１
８
８
２
)
�
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
�
と
い
P
た
師
小
山
正
太

郎
と
は
正
反
対
の
結
論
で
あ
る
± 

在
パ
リ
の
日
本
人
留
学
生
の
た
め
の
親
睦
会
で
あ
る
�
パ
ン
テ
オ
ン
会
�

の
会
誌
で
あ
る
â
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
ã
に
不
折
が
載
せ
た
�
書
の
は
な
し
�

の
中
で
yd
一
本
の
字
画
を
�
線
と
し
て
見
る
こ
と
�
か
ら
�
形
と
し
て
見
る

こ
と
�
へ
の
視
点
の
変
換
が
み
ら
れ
る
/k%
南
出
み
ゆ
き
氏
) 

そ
れ
は
y
不
折
が
y
線
に
よ
る
人
体
デ
[
サ
ン
の
鍛
錬
と
並
行
し
て
y
毎
夜
y

孤
独
の
う
ち
に
y
書
を
独
習
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
± 

                                          

不折臨「顔真卿裴
がんしんけいはい

将 軍
しょうぐん

詩
し

」 
大正 7 年 540×94㎝ 紙本 

軸装 台東区立書道博物館蔵 
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「広
こう

武
ぶ

将軍
しょうぐん

碑
ひ

」前秦
ぜんしん

・368 年建立 

不折は神品と激称した。 

不折「隷書
れいしょ

李
り

白
はく

五言
ご ご ん

律詩
り っ し

『戯贈鄭溧
ぎぞうていりつ

陽
よう

』」昭和 10 年 紙本 

軸装 179.5×96.0㎝ 台東区立書道博物館蔵 

六朝書がベースになっている、楷書と隷書が交差
した、不折独自の書風。不折書の集大成と言われる
作品。明るく楽しい作風。不折 70歳頃の作品。 

不折臨「広
こう

武
ぶ

将 軍
しょうぐん

碑
ひ

」 

不折臨「好太王碑」 

「好太
こうたい

王
おう

碑
ひ

」414 年 

高句
こ う く

麗
り

の第 19代の王であ

る好太王（広
こう

開土
か い ど

王
おう

）の業

績を称えた石碑。 

中国吉林省集安市にある。 

不
折
の
d
六
朝
書
k
の
筆
法 

不
折
の
書
の
線
は
y
常
識
的
な
筆
の
持
ち
方
%
懸
腕
直
筆
な
ど
)
や

運
筆
法
で
は
表
現
で
き
な
い
±
そ
れ
は
y
筆
の
d
回
転
k
や
d
逆
筆

ぎ
3
く
ひ
つ

k

や
d
側そ

く

筆ひ
つ

k
や
d
偃え

ん

筆ひ
つ

k
や
d
倒と

う

筆ひ
つ

k
や
捻ひ

ね

P
た
り
y
突
き
込
ん
だ
り

す
る
と
い
P
た
y
不
折
の
y
た
ゆ
ま
ぬ
y
意
識
的
な
y
運
筆
法
の
工
夫

と
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
± 

碧
梧
桐
の
解
説
に
よ
る
と
y�
回
転
�
は
y
初
唐
の
三
筆
の
書
や
六
朝

の
書
に
見
え
る
±
�
側
筆
�
と
は
y
筆
を
右
に
臥ね

か
す
こ
と
y
�
偃
筆
�

と
は
y
筆
者
の
身
の
方
に
筆
を
倒
す
こ
と
y�
逆
筆
�
と
は
y
筆
を
左
側

に
臥ね

か
す
こ
と
y�
倒
筆
�
と
は
y
筆
を
前
方
に
倒
す
こ
と
y
ら
し
い
± 

 

�
画
家
と
し
て
y
書
家
と
し
て
y
中
村
不
折
が
求
め
続
け
た
の
は
yâ
書

画
同
源
ã
と
い
う
東
ア
ジ
ア
伝
統
の
芸
術
観
を
近
代
日
本
に
お
い
て
い

か
に
復
興
さ
せ
る
か
と
い
う
困
難
な
命
題
で
あ
P
た
±
�
%
長
野
県
立
歴

史
館
学
芸
員
は
や
し
・
ま
こ
と
氏
) 

不折「坐
ざ

右
ゆう

銘
めい

」昭和 10 年（1935）折本、印刷 各頁 24.5×8.5㎝ 

隷書作品 線に表情をもたせている。 台東区立書道博物館蔵 
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「龍眠筆」 

 

『龍眠』第６号 『六朝書道論』 

龍
眠
会

り
"
う
み
ん
か
い 

明
治
41
年
10
月
yâ
龍
眠
帖
ã
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
y
河
東
碧
梧
桐
の
宣
伝
等
に
よ
り
y 

新
傾
向
俳
人
の
間
に
y�
龍
眠
帖
ブ
t
ム
��
六
朝
書
ブ
t
ム
�
が
巻
き
起
こ
P
た
± 

同
年
12
月
y
岡
田
平
安
堂
に
よ
P
て
�
龍
眠
筆
�
も
作
ら
れ
た
± 

明
治
45
年
６
月
１
日
y
弁
護
士
で
不
折
と
親
交
の
あ
P
た
井
関
源
八
郎
の
発
案
で
y 

不
折
先
生
の
六
朝
書
の
会
を
起
こ
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
y
６
月
15
日
�
龍
眠
会
�
が
誕
生
±
機
関
紙
が
出
来
る
ま
で
は
y
龍
眠

会
の
記
事
は
y
井
関
源
八
郎
発
行
の
â
法
律
日
日
ã
に
載
せ
る
こ
と
に
な
P
た
± 

 

龍
眠
会
会
則
%
明
治
45
年
７
月
１
日
発
行
の
â
法
律
日
日
ã
に
載
P
た
も
の
) 

一
l
会
ハ
書
道
研
究
ノ
為
ニ
非
ズ
シ
テ
下
手
ナ
字
ヲ
書
キ
自
ヲ
賞
賛
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス 

一
l
書
法
七
十
二
則
等
ハ
禁
物
中
ノ
禁
物
ナ
リ
ト
ス 

一
l
主
事
一
名
ヲ
置
ク
;
投
票
ニ
ヨ
ル
? 

一
l
会
員
ハ
主
事
ノ
書
論
ヲ
聞
ク
ホ
ド
ノ
義
務
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス 

 

罰
則 

一
l
字
ヲ
上
手
ニ
書
カ
ン
ナ
ド
ト
心
懸
ク
ル
者
ハ
退
会
ヲ
命
ズ 

 

龍
眠
会
は
中
村
不
折
を
主
事
と
し
y
会
の
主
な
運
営
は
碧
梧
桐
を
中
心
に
行
わ
れ
た
± 

大
正
２
年
%
１
９
１
３
)y
機
関
紙
â
龍
眠
ã
が
創
刊
さ
れ
y
そ
の
編
集
は
碧
梧
桐
の
指
示
に
よ
り
行
わ
れ
y
そ
の
内
容
は
碧
梧
桐

色
の
強
い
も
の
に
な
P
て
い
P
た
±
不
折
の
書
論
は
�
漢
魏
書
道
論
�
な
ど
が
42
回
連
載
さ
れ
た
±
そ
の
他
y�
法
帖
談
��
碑
と
法

帖
�
�
淳
化
法
帖
�
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
±
ま
た
y
碧
梧
桐
の
�
六
朝
書
と
我
輩
�
�
手
習
い
の
意
義
�
�
書
の
心
理
学
的
研
究
�
�
同

人
閑か

ん

是
非

ぜ

ひ

�
な
ど
も
発
表
さ
れ
た
±
龍
眠
会
は
新
傾
向
俳
句
の
人
た
ち
を
中
心
に
y 

会
員
数
が
２
０
０
名
に
も
な
P
た
が
y
大
正
10
年
11
月
y 

â
龍
眠
ã
は
59
号
で
廃
刊
に
な
り
y
龍
眠
会
は
解
散
し
た
± 

�
六
朝

り
く
ち
(
う

書
道
論

し
(
ど
う
ろ
ん

�%
不
折
の
革
新
的
な
序
文
と
付
録
に
d
六
名
家
書
談
k
が
あ
る
±) 

大
正
３
年
%
１
９
１
４
)
２
月
y
康
有
為

こ
う
ゆ
う
い

の
â
広こ

う

芸げ
い

舟
し
E
う

双
楫

そ
う
し
E
う

ã
を
井
土
霊
山
と
共
訳
で
二
松
堂
書
店
か
ら
出
版
し
た
も
の
± 

â
広
芸
舟
双
楫
ã
は
y
包ほ

う

世せ
い

臣し
ん

の
â
芸げ

い

舟
し
E
う

双
楫

そ
う
し
E
う

ã
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
±â
芸
舟
双
楫
ã
は
y
阮
元

げ
ん
げ
ん

の
説
を
継
ぐ
北
碑
派

ほ

く

ひ

は

の

理
論
書
で
y
逆

入

ぎ
H
く
に
E
う

平
出

へ
い
し
E
つ

の
用
筆
法
を
説
き
y
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
9

の
篆
・
隷
・
楷
書
を
天
下
第
一
と
称
し
y
鄭て

い

道ど
う

昭
し
9
う

の
名
を
世
に
知
ら
し
め

た
書
で
あ
る
±
阮
元
は
y�
北
碑
南
帖
論

ほ
く
ひ
な
ん
じ
9
う
ろ
ん

��
南
北
書
派
論

な
ん
ぼ
く
し
9
は
ろ
ん

�
を
著
し
y
北
碑
を
書
の
正
統
と
し
y
碑
学

ひ

が

く

を
主
張
し
た
± 

�
広
芸
舟
双
楫
�
は
y
中
国
書
道
史
概
論
で
y
書
の
源
流
な
ど
を
論
じ
y
碑
学
派
の
理
念
を
述
べ
た
も
の
±
１
８
９
３
年
%
明
治
26
y

光
緒
19
)
に
32
歳
の
康
有
為
に
よ
P
て
著
さ
れ
た
±
内
容
は
y
王
羲
之
の
書
の
真
を
学
ぶ
に
は
y
法
帖
よ
り
も
王
羲
之
と
同
時
代
の

碑
文
が
最
も
真
跡
に
近
い
と
し
て
y
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
た
±
揚
州
八

よ
う
し
E
う
は
ち

怪か
い

の
金
農

き
ん
の
う

と
鄭て

い

板
橋

は
ん
き
9
う

を
碑
学
派
の
先
駆
者
と
し
y

尹
秉
綬

い
へ
い
じ
E

と
鄧
石
如
を
そ
の
開
祖
と
主
張
し
y
鄧
石
如
の
篆
書
と
楷
書
を
最
も
高
く
評
価
し
た
±
康
有
為
は
清
末
民
初
の
政
治
家
・
思

想
家
・
書
家
で
y
１
８
９
８
年
%
明
治
31
)
の
戊ぼ

戌
じ
E
つ

変
法

へ
ん
ぽ
う

の
指
導
者
± 

�
六
朝
書
道
論
�―

不
折
の
序
文
の
抜
粋―

と―

付
録
の
六
名
家
書
談―

 

�
古
来
本
朝
の
書
を
論
ず
る
者
y
空
海
と
道
風
と
を
以
て
書
聖
と
為
し
y
其
の
時
代
を
ば
書
の
黄
金
時
代
と
し
て
回
顧
す
る
を
常
と

せ
り
y
然
れ
ど
も
余
を
以
て
見
れ
ば
書
道
の
盛
ん
な
る
未
だ
曾
て
今
日
の
如
き
は
あ
ら
ず
y
空
海
道
風
の
書
y
・
・
・
唯
唐
書
の
盲

従
者
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
y
唐
代
の
書
を
溯
源
的
に
解
釈
し
て
之
れ
を
崇
拝
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
如
し
±
� 

�
空
海
・
道
風
の
崇
拝
時
代
に
は
唐
碑
以
外
は
殆
ど
見
る
所
な
く
又
知
る
所
な
く
y
六
朝
書
の
如
き
は
数
々
翻
刻
せ
る
黄
庭
経
・
楽

毅
論
等
を
目
覩

も

く

と

し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
の
如
し
±
今
や
然
ら
ず
y
漢
魏
六
朝
碑
を
合
し
て
四
百
種
を
観
得
る
の
み
な
ら
ず
y
近
来

敦
煌
に
於
て
発
掘
せ
ら
れ
た
る
幾
多
の
墨
宝
は
実
に
漢
碑
六
朝
の
肉
筆
其
物
に
あ
ら
ず
や
y
之
れ
を
唐
碑
の
重
刻
屢
翻

る

ほ

ん

の
も
の
に
比

し
来
ら
ば
霄

壤

し
9
う
じ
9
う

も
啻た

だ

な
ら
ざ
る
の
感
あ
ら
ん
±
美
術
家
の
最
後
の
叫
び
は
â
自
然
に
帰
れ
ã
の
一
語
に
在
り
y
余
は
思
ふ
y
書
道
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伝トルファン出土写本（月令の一部） 
不折コレクション中で、世界的に最も

注目されているものが、敦煌・トルフ

ァン出土の経巻文書類である。 

顔真卿筆「自書告身帖
じしょこくしんじょう

」部分 唐（780 年） 

楷書の肉筆として世界唯一のもの。 

台東区立書道博物館と子規庵（左側） 

「永
えい

寿
じゅ

二年
に ね ん

三月
さんがつ

瓶
へい

」後漢（156） 

陶製の甕に黒漆で隷書が書か

れている。不折は自らの室号を

「永寿霊壷斎」としている。 

王献之筆「地黄湯帖
じおうとうじょう

」部分 東晋 

敦
煌
出
土
!
大
般

だ
い
は
つ

涅
槃

ね

は

ん

経
ぎ
(
う

巻
第
四
十
+
部
分 

北
魏
!5

0
5

年
' 

不
折
コ
レ
ク
シ
!
ン
に
は
総
数
で
約
２
０
０
件
y
断
片

を
個
別
に
数
え
れ
ば
８
０
０
点
を
超
え
る
経
巻
文
書
コ

レ
ク
シ
!
ン
が
あ
る
±
昭
和
10
年
%
１
９
３
５
)y
ポ
t

ル
・
ペ
リ
オ
が
来
訪
し
た
± 

「泰山刻石・165字本」 

に
於
て
漢
魏
六
朝
碑
に
向
P
て
所
謂
る
自
然
の
尋
ぬ
べ
き
も
の
多
々
な
る
を
±
・
・
・
康
氏
の
此
書
た
る
六
朝
書
を
論
ず
る
に
於
て

未
だ
完
璧
と
謂
ふ
能
は
ざ
る
も
y
今
日
ま
で
世
に
現
は
れ
た
る
書
論
中
に
於
て
は
最
も
進
歩
せ
る
書
論
と
謂
ふ
を
妨
げ
ず
y
而
し
て

康
氏
の
所
論
と
余
輩

よ

は

い

の
所
見
と
は
一
致
せ
ざ
る
も
の
亦
尠
か
ら
ず
y
議
論
の
相
容
れ
ざ
る
所
の
多
き
y
是
れ
最
も
興
味
の
深
き
所
た

ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
y
・
・
・
� 

�
・
・
・
巻
末
に
掲
ぐ
る
六
名
家
書
談
%
中
林
梧
竹
・
中
根
半
嶺
・
日
下
部
鳴
鶴
・
前
田
黙
鳳
・
内
藤
湖
南
・
犬
養
木
堂
の
書
談
)

は
y
二
松
堂
主
人
の
希
望
に
依
り
y
霊
山
の
編
纂
す
る
所
y
平
凡
の
書
談
中
亦
他
山
の
石
な
き
に
非
ら
ず
±� 

六
名
家
の
書
談
は
y
読
む
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
±
本
の
箔
づ
け
の
た
め
に
載
せ
た
の
だ
ろ
う
± 

 

書
道
博
物
館 

昭
和
７
年
%
１
９
３
２
)
書
道
博
物
館
建
設
に
着
手
し
y
翌
年
完
成
y 

昭
和
11
年
%
１
９
３
６
)
11
月
３
日
y
財
団
法
人
と
し
て
正
式
に
開
館
し
た
± 

収
蔵
点
数
は
y
約
一
万
六
千
点
±
収
蔵
品
は
y
書
道
史
上
重
要
な
y 

古
代
か
ら
明
清
に
至
る
中
国
文
物
が
主
だ
が
y
日
本
の
資
料
も
あ
る
±
こ
れ
ら
は
y 

中
村
不
折
が
た
だ
一
人
で
集
め
た
も
の
が
基
本
に
な
P
て
い
る
±
彼
は
y
タ
バ
コ
も
酒
も
飲
ま
ず
y 

身
な
り
も
構
わ
ず
y
質
素
に
暮
ら
し
y
書
画
を
売
P
て
y
文
物
収
集
の
た
め
の
資
金
を
貯
め
y 

博
物
館
を
造
P
た
±
こ
れ
ら
の
収
集
は
y
不
折
が
y
子
規
に
誘
わ
れ
y
明
治
28
年
%
１
８
９
５
)
日
清
戦
争
の
従
軍
記
者
と
し
て
中

国
へ
渡
り
y
漢
字
の
拓
本
類
を
手
に
入
れ
た
時
か
ら
始
ま
る
±
不
折
は
y
そ
の
後
40
年
余
り
に
わ
た
P
て
y
漢
字
に
関
す
る
文
物
を

収
集
し
た
±
収
蔵
品
は
y
す
べ
て
�
文
字
研
究
��
漢
字
研
究
�
と
い
う
観
点
か
ら
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
± 

不
折
が
亡
く
な
P
た
後
y
長
男
の
丙
午
郎
氏
が
第
２
代
館
長
に
な
り
y
そ
の
生
涯
を
博
物
館
を
守
る
た
め
に
送
P
た
± 

平
成
７
年
%
１
９
９
５
)
台
東
区
に
寄
贈
さ
れ
る
ま
で
の
約
60
年
間
は
y 

中
村
家
に
よ
P
て
維
持
y
保
存
さ
れ
て
き
た
が
y
平
成
12
年
%
２
０
０
０
)y 

台
東
区
立
書
道
博
物
館
%
台
東
区
根
岸
２
丁
目
１
０
番
４
号
・
子
規
庵
の
向
か
い
に
あ
る
± 

も
と
中
村
不
折
旧
宅
)
と
し
て
再
開
館
さ
れ
た
±
現
在
y
第
３
代
館
長
は
y 

不
折
の
孫
の
中
村
初
子

は

つ

こ

氏
で
あ
る
±
不
折
コ
レ
ク
シ
!
ン
の
名
品
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
± 
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画賛部分 

不折「白鳥先生碑」部分拓本 昭和 2 年（1927） 

不折の少年時代の書の師であった白鳥

拙庵の顕彰碑。不折の撰文・揮毫。碑は

高遠町の建福寺に現存。『広武将軍碑』風

に、点画が、ふるえ、うねっている。 

不折「豊干・寒山拾得図」 

126.7×34.6㎝ 絹本墨画淡彩 
対幅の片方 

不折「滝乃川学園追悼記念碑」紙本墨拓 
200×95.7㎝ 大正末年～昭和初年頃 

歌は、石井亮一 

天津あけぼのに よびさまされて 
あふぐもうれしな とはのみひか
り 中村不折敬書 

書
と
絵
画
%
洋
画
)

と
は
y
根
元
的
に
一
つ

で
あ
る
y
と
不
折
は
感

じ
て
い
た
± 

�
書
画
同
源
�
と

は
y
東
ア
ジ
ア
の
伝
統

的
価
値
観
で
あ
る
± 

不
折
は
y
そ
の
伝
統

を
y
近
代
日
本
に
お
い

て
復
興
さ
せ
る
た
め
y

生
涯
を
か
け
て
表
現

方
法
を
探
求
し
y
表
現

し
y
考
え
続
け
た
± 

彼
は
y
中
国
や
西
洋

を
超
え
て
y
日
本
的
で

個
性
的
な
作
品
を
創

造
し
た
±
彼
の
絵
画
作

品
は
陳
腐
に
み
え
る

が
y
流
行
を
追
わ
ず
y

人
間
の
真
実
の
探
求

に
美
的
価
値
を
み
て

い
た
よ
う
で
あ
る
± 

一
日
清
閑
一
日
福 

百
歳
光
陰
真
迅
速 
 

録
明
沈
石
田
安
居
歌 

於
梅
花
水
作
争
妍
処 

孔
固
亭
主 

中
村
不
折 

不折「草書七言二句」絹本 
131.0×32.6㎝ 

不折の筆使いの妙 
筆を開き、先端や腹の部
分を用いることで、かす
れの表情に変化を持た
せている。 

碧
澗
泉
水
清 

寒
山
月
華
白 

黙
知
神
自
明 

観
空
境
逾
寂 

不
折
筆 

呉昌碩刻「豪猪先生
ごうちょせんせい

」 

3.3角 豪猪は不折の別号 

呉昌碩刻「邨鈼
むらさく

」3.3角 

邨鈼は不折の本名の略 

 

大
正
10
年
%
１
９
２
１
)
頃
以
降
y
不
折
は
書
画
の
表
現
者
で
は
な
く
な
P
て
い
く
±
そ
の
か
わ
り
y
書
道
史
解
説
者
y
コ
レ
ク

タ
t
y
書
史
学
者
と
し
て
の
活
動
が
主
に
な
P
て
く
る
±
大
家
に
は
な
P
た
が
y
�
芸
術
は
短
く
y
人
生
は
長
い
�
と
い
う
こ
と
か
± 

不
折
は
y
昭
和
18
年
%
１
９
４
３
)
６
月
６
日
y
い
つ
も
の
よ
う
に
午
前
は
モ
デ
ル
を
使
P
て
絵
を
描
き
y
午
後
は
書
を
か
き
y

夕
刻
y
夫
人
に
護
ら
れ
散
歩
の
途
中
y
午
後
６
時
20
分
頃
y
脳
溢
血
で
急
死
し
た
±
享
年
78
歳
± 
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不折筆「森林太郎墓」 
森鴎外は墓碑に肩書

を書くことを禁じ、書
を不折に依頼するよう
遺言した。不折と鴎外
は親交が深かった。 

不折題字「森鴎外全集」 
題字揮毫は、大正 11 年（1922）10 月、
与謝野鉄幹より依頼された。 

 

鴎外の小説『渋江抽
しぶえちゅう

斎
さい

』（大正

5 年・1916 年）の中で、「・・・

抽斎の述志の詩は、今わたくしが

中村不折さんに書いてもらって、

居間に懸けている。わたくしはこ

の頃抽斎を敬慕する余りに、この

幅を作らせたのである。・・・」

と、鴎外が不折の書を大変重んじ

ていたことが記されている。 

不折筆「伊藤左千夫之墓」 

大正 2 年（1913）7 月 30 日 
脳溢血で逝去。享年48歳。 

不折筆「故碌山荻原守衛
ろくざんおぎわらもりえ

之墓」 
 
彫刻家碌山にとって、同

郷の先輩不折は、「不同舎」

「太平洋画会研究所」の大

先輩でもった。碌山との縁

で、不折は新宿の「中村屋」

とも馴染みになった。 
パリ留学中、アカデミ

ー・ジュリアンでも二人は

出会い、不折の刻苦勉励す

る姿に、碌山は大変勇気づ

けられたようである。後年

高村光太郎は、碌山から精

神的な大きな影響を受け

ていると思われる。 
碌山は、明治43年（1910）

4月 22 日、急逝した。享年

30歳。墓は信州の安曇野
あ ず み の

市

穂高町にある。 

不折筆「高遠図書館」伊那市立高遠図書館にある看板。 

不折筆「平安堂」扁額 平安堂の店内にある。 

平安堂は、九段下南、靖国神社のそばにある、明治 26年創業の筆屋。 

「龍眠筆」を作った。龍眠筆は、不折や碧梧桐だけでなく正岡子規、森

鴎外、夏目漱石、高浜虚子らが愛用したという。 

不折筆「東京新宿中村屋」看板 中村屋はパンやお菓子の店、創業は明治 34 年（1901） 

明治末から大正にかけて、新宿中村屋の創業者の相馬愛蔵と、その夫人

黒光の周りに、後年「中村屋サロン」と呼ばれる芸術家たちの交流の場が

生れた。これは、明治 41年（1908）荻原碌山が帰国して、中村屋の近くに

アトリエを構えたことに始まる。不折もメンバーの一人になった。その他、

中村彝、会津八一、鶴田吾郎、中原悌二朗、戸張孤雁、松井須磨子、木下

尚江、秋田雨雀や、インドの革命家やロシアの詩人らがいた。 

墓
石
題
字 

              

看
板
・
題
額
・
書
籍
の
題
字
な
ど 

                          


